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は
じ
め
に 

仏
教
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
戒
を
守
る
の
が
当
た
り
前
な
こ
と
で
あ
る
が
、

中
世
に
お
い
て
は
多
く
の
僧
侶
は
戒
を
守
ら
ず
、
さ
ら
に
、
妻
帯
し
て
い
た

こ
と
は
様
々
な
史
料
や
説
話
集
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
明
恵
は

「
一
生
不
犯
」
の
仏
教
者
と
し
て
知
ら
れ
、
伝
承
さ
れ
て
き
た�

一�

。
無
住

の
『
沙
石
集
』
巻
第
十
末
の
十
一
で
は
『
首
楞
厳
経
』
の
「
三
決
定
」
を
引

き
、
淫
欲
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で
も
魔
道
に
堕
ち
る
の
は
当
然
で
あ
る
こ
と

を
説
き
、
明
恵
の
こ
と
は
欲
が
罪
で
あ
る
こ
と
を
わ
き
ま
え
て
い
た
た
め
、

魔
道
に
落
ち
な
か
っ
た
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
戒
を
守
ら
な

け
れ
ば
破
戒
を
成
し
て
魔
道
に
落
ち
る
と
い
う
説
話
は
明
恵
伝
記
類
の
一
つ

と
し
て
鎌
倉
末
期
に
書
写
さ
れ
た
『
栂
尾
明
恵
上
人
物
語
』�

二�

に
見
ら
れ

る
。
そ
し
て
藤
原
定
家
の
『
明
月
記
』
の
中
に
は
授
戒
を
し
、
出
家
の
戒
師

と
し
て
活
動
す
る
明
恵
が
登
場
す
る
。
史
料
と
説
話
に
描
か
れ
て
い
る
明
恵

の
様
子
は
戒
律
を
重
視
し
て
い
る
僧
侶
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
。�

�

こ
の
よ
う
に
戒
を
厳
守
す
る
明
恵
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

明
恵
の
戒
律
に
関
す
る
研
究
は
そ
れ
ほ
ど
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
華

厳
か
ら
密
教
ま
で
多
面
的
な
思
想
家
で
あ
り
、
様
々
な
仏
道
修
行
テ
ク
ス
ト

を
生
み
出
し
た
が
、
戒
律
に
関
し
て
著
し
た
も
の
が
残
さ
れ
て
い
な
い
か
ら

で
あ
ろ
う
。�

戒
律
に
関
し
て
主
に
は
、
法
相
宗
の
貞
慶
・
覚
盛
や
真
言
律
宗
の
叡
尊
を

中
心
に
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
数
少
な
い
明
恵
の
戒
律
に
関
す
る
研
究
と

し
て
は
、
一
九
六
七
年
に
納
富
常
天�

三�

が
『
解
脱
門
義
聴
聞
集
記
解
題
』

の
中
で
触
れ
た
、
称
名
寺
の
湛
睿
と
高
山
寺
と
の
関
り
を
考
察
す
る
重
要
な

史
料
で
あ
る
金
沢
文
庫
蔵
の
「
持
戒
清
浄
印
明
」
の
紹
介
が
あ
る
。
さ
ら
に

彼
は
高
山
寺
本
の
「
持
戒
清
浄
印
明
」
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
寺
院�

四�

に

所
蔵
さ
れ
た
も
の
を
取
り
上
げ
て
、
六
種
の
血
脈
を
紹
介
し
、
そ
の
成
立
、

写
本
の
伝
授
な
ど
論
じ
ら
れ
た
。�

�
�

Abstract 

 

A Study on the Subject of Hikone Screen: 

Echoing with the Another World 

 

OHASHI, Kanako 
 

 

Keywords: Hikone Screen, Early Modern Genre Painting, Painting-within-a-Painting, Another World, 

the Peach Blossom Land  

 
The Hikone Screen, produced in the early Edo period, is an enigmatic painting. The gold-ground screen 

depicts 15 figures playing at pleasure and a folding screen "painting -within-a-painting," which is set in 
a pleasure quarters of Kyoto at that time. Although the work expresses the appearan ce of four 
accomplishments "kinkishoga," there are a number of suggestive elements that lead the viewer to wonder 
if there is a hidden subject in this work. This paper is a study of the themes of this picture.  

After an overview of the history of research on the subject matter of this painting, I discussed 
"painting-within-a-painting", which I consider to be the most important motif in the subject matter of 
this painting, and showed that it is an important motif in Hikone Screen. 

I next examined the description of the "painting-within-a-painting." In particular, it is important to 
point out that a cave-like object is depicted in the lower right corner of it. It appears possible that this 
painting alludes to the world of "the Peach Blossom Land," described by the Chinese poet Tao Yuan-
ming. I pointed out that several depictions, such as the cave and the scene of welcoming visitors in front 
of the house, correspond to the theme of Tao Yuan-ming's poems, "a visit to another world."  

Next, I discussed the relationship between this "painting-within-a-painting" and the gold-ground space. 
The composition of this painting, with standing figures on the right and seated figures on the left, is 
similar to the depiction of people welcoming a traveler into the ir home in the "painting-within-a-
painting," and I pointed out that the entire work in this painting corresponds to the content of the  
"painting-within-a-painting." And I analyzed that it leads to multiple structure of this picture. I also 
considered the old man with a samisen in the sixth screen serves as a mediator of another world, 
connecting the two different worlds of the painting, "the Peach Blossom Land" and the pleasure  quarters.  

As described above, I showed that elements of "the Peach Blossom Land" can be found in the 
"painting-within-a-painting" in the Hikone Screen, which is linked to the space of the whole picture, 
pleasure quarters. I proposed here a new view on the subject matter of the Hikone Screen. 
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若
い
時
期
か
ら
戒
を
守
り
な
が
ら
ひ
た
す
ら
仏
道
修
行
を
行
っ
て
い
た
明

恵
は
他
の
伝
記
類
で
あ
る
『
栂
尾
明
恵
上
人
伝
記
』
（
以
下
『
伝
記
』
）
で

は
戒
に
つ
い
て
「
仏
も
、
戒
を
破
り
て
我
を
見
て
何
の
益
が
あ
る
と
説
き
給

へ
り�

一
一�

。
」
と
説
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
戒
を
重
く
守
り
、

仏
道
修
行
に
の
み
専
念
し
て
い
た
明
恵
の
有
様
が
伝
記
類
に
描
か
れ
て
い
る
。�

一
方
で
、
中
世
鎌
倉
期
に
お
い
て
は
多
く
の
僧
が
戒
を
守
っ
て
い
な
い
こ

と
が
、
様
々
な
史
料
や
説
話
集
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。
少
し
時
代
は
下

る
が
、
鎌
倉
後
期
に
無
住
（
一
二
〇
一
～
一
二
九
〇
）
に
よ
り
撰
さ
れ
た

『
沙
石
集�

一
二�

』
（
一
二
八
三
年
成
立
）
に
は
、
唐
招
提
寺
の
鑑
真
和
尚
が

日
本
に
律
の
教
え
を
伝
え
る
た
め
、
三
戒
壇
院
を
設
置
し
、
受
戒
の
作
法
を

広
め
た
。
し
か
し
、
時
が
経
つ
と
と
も
に
、
戒
の
大
小
も
忘
れ
ら
れ
、
戒
を

犯
す
時
代
に
な
っ
た
虚
し
さ
の
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。�

愛
弟
の
児
の
あ
り
け
る
が
、
取
り
て
手
水
桶
の
水
に
て
す
す
ぎ
て

鍋
に
打
ち
入
れ
け
る
を
、
「
よ
し
よ
し
、
よ
く
し
た
り
。
児
共
は

そ
れ
て
い
に
お
め
む
が
よ
き
ぞ
」
と
云
ふ
を
、
同
宿
の
火
焚
き
て

居
た
る
が
、
「
こ
れ
は
犯
戒
に
は
何
に
て
候
ふ
べ
き
ぞ
」
と
問
へ

ば
、
「
声
聞
戒
に
は
波
逸
提
、
菩
薩
戒
に
は
波
羅
夷
な
り
」
と
ぞ

答
へ
け
る
。
実
に
明
ら
か
に
学
し
知
り
た
れ
ど
も
、
律
儀
は
実
に

廃
れ
て
こ
そ
。
学
と
行
と
違
ひ
た
る
事
は
、
一
国
の
習
ひ
久
し
く

こ
そ
。
「
仏
法
の
滅
す
る
事
は
、
他
の
天
魔
・
外
道
は
あ
た
は
ず
。

仏
法
学
す
る
我
が
弟
子
の
失
な
る
べ
し
。
師
子
の
中
よ
り
虫
出
て

食
す
る
が
如
し
」
と
こ
そ
、
経
文
に
は
見
え
た
れ
。
末
代
の
法

滅
・
併
ら
学
生
正
見
な
ら
ず
し
て
、
仏
法
を
名
利
の
あ
た
ひ
に
し
、

聖
教
を
邪
妄
の
情
に
変
へ
て
、
非
法
非
律
に
し
て
日
々
に
摩
滅
し
、

漸
く
淪
亡
、
喉
つ
ま
れ
る
事
、
悲
し
く
こ
そ
侍
れ
。�

�

こ
の
説
話
は
律
儀
を
学
ん
で
い
た
も
の
の
、
そ
れ
が
実
践
ま
で
に
は
繋
が

っ
て
い
な
い
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
無
住
は
、
末
代
の
仏
法
は
名
利
の
手
段

に
な
り
、
聖
教
は
変
質
し
て
し
ま
い
、
法
も
な
く
律
も
な
く
、
た
だ
衰
退
し

て
ゆ
く
こ
と
を
嘆
く
気
持
ち
を
表
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
時

代
は
律
儀
が
有
名
無
実
化
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。�

さ
て
、
明
恵
の
持
戒
へ
の
関
心
は
建
保
三
年
か
ら
深
ま
っ
て
い
て
、
こ
の

年
か
ら
五
年
を
か
け
て
法
蔵
の
『
梵
網
菩
薩
戒
本
』
、
『
梵
網
経
菩
薩
戒
本

疏
』
、
道
宣
『
浄
心
誡
観
法
』
な
ど
を
談
じ
た
と
い
う
。�

石
水
院
ノ
住
房
ヲ
建
立
セ
リ
、
此
処
ニ
シ
テ
円
覚
ノ
略
抄
并
修
證

義
コ
レ
ヲ
談
ズ
、
マ
タ
梵
網
菩
薩
戒
本
香
象
疏
等
并
南
山
浄
心
誡

観
等
コ
レ
ヲ
談
ズ
、
（
中
略
）�

一
、
承
久
二
年
ノ
コ
ロ
、
上
人
石
水
院
ニ
シ
テ
、
重
テ
菩
薩
戒
ヲ

興
行
シ
テ
、
香
象
梵
網
ノ
疏
ヲ
談
ズ
、
毎
日
諸
衆
集
会
ノ
次
ヲ
モ

テ
、
梵
網
戒
本
十
重
文
并
ニ
四
十
八
軽
戒
四
五
戒
副
ヘ
講
ス
ル
コ

ト
数
遍
ナ
リ
、
然
間
或
ハ
瑞
光
ヲ
感
ジ
、
或
ハ
聖
僧
ヲ
見
ル
、
或

ハ
夢
ニ
十
人
ノ
梵
僧
説
戒
ノ
時
尅
ヲ
待
テ
、
天
井
ノ
上
ニ
衆
会
シ

テ
ウ
カ
ヽ
ヒ
見
給
ヲ
ミ
ル
、
或
人
ノ
夢
ニ
、
宿
老
ノ
梵
僧
気
高
ク

シ
テ
容
儀
凡
人
ニ
ア
ラ
ズ
、
説
戒
ノ
布
施
ト
覚
シ
テ
物
、
衣
箱
ノ

様
ナ
ル
物
ニ
入
テ
、
其
御
前
ニ
置
テ
、
体
盤
ニ
ヨ
リ
カ
ヽ
リ
テ
坐

（�）�

�

田
中
久
夫�

五�

は
、
金
沢
文
庫
蔵
の
「
持
戒
清
浄
印
明
」
の
全
文
を
翻
刻

し
、
印
信
の
成
立
や
伝
授
に
つ
い
て
述
べ
た
。
そ
し
て
寛
喜
二
年
八
月
十
五

日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
、
高
山
寺
の
恒
例
の
勤
行
と
し
て
行
わ
れ
た
説

戒
会
の
記
録
で
あ
る
「
栂
尾
説
戒
日
記
」
を
紹
介
し
、
活
字
化
し
た
も
の
が

あ
る
。
従
来
の
研
究
は
主
に
「
持
戒
清
浄
印
明
」
資
料
紹
介
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
が
、
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
中
山
一
麿�

六�

は
喜
海
、
定
貞
、

霊
典
の
系
統
以
外
の
随
心
院
蔵
本
第
二
十
八
函
三
四
号
に
存
在
す
る
「
高
弁

‐

法
智
」
の
血
脈
を
加
え
て
、
個
々
の
伝
本
の
内
容
を
校
合
し
、
比
較
し
た
。�

一
方
で
、
岩
田
親
静�

七�

は
『
栂
尾
説
戒
日
記
』
を
聞
書
し
、
観
修
寺
流

又
号
栂
尾
流
で
あ
る
仁
弁
が
漢
文
で
書
か
れ
た
高
山
寺
文
書
の
『
菩
薩
戒
并

沙
弥
戒
伝
授
記
』
（
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
）
を
翻
刻
し
、
戒
律
面
か
ら
明
恵

及
び
明
恵
教
団
を
位
置
づ
け
た
。
『
菩
薩
戒
并
沙
弥
戒
伝
授
記
』
で
は
菩
薩

戒
の
重
視
を
主
張
し
、
説
戒
に
お
い
て
も
『
梵
網
菩
薩
戒
本
』
を
説
い
た
こ

と
か
ら
大
乗
の
も
の
で
あ
る
菩
提
心
を
重
視
し
た
と
指
摘
し
た
。�

こ
の
他
、
下
間
一
頼�

八�

は
戒
師
と
し
て
の
明
恵
の
存
在
に
注
目
し
、
末

法
思
想
、
本
覚
思
想
隆
興
と
い
っ
た
鎌
倉
時
代
の
状
況
と
の
関
係
に
つ
い
て

考
察
し
た
。
末
法
思
想
と
本
覚
思
想
は
破
戒
僧
の
出
現
を
促
す
要
因
と
し
て

捉
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
明
恵
の
仏
道
修
行
の
実
践
に
と
っ
て
末
法
思

想
と
本
覚
思
想
は
「
破
戒
」
の
要
因
に
な
る
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
持

戒
」
を
促
す
原
動
力
と
し
て
の
基
に
な
っ
た
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
淫
欲
と

不
婬
を
め
ぐ
る
問
題
を
中
心
と
し
て
明
恵
の
戒
律
観
の
展
開
と
験
者
と
し
て

の
側
面
に
焦
点
を
当
て
、
そ
れ
が
修
法
か
ら
授
戒
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
明

恵
の
外
的
状
況
に
つ
い
て
述
べ
た
前
川
健
一�

九�

の
「
明
恵
の
戒
律
観
」
も

あ
る
。�

�

こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
は
後
代
に
お
い
て
明
恵
の
戒
律
伝
授
と
い
っ
た
修

法
や
実
践
に
つ
い
て
著
し
た
資
料
を
分
析
し
て
き
た
。
ま
た
は
、
当
時
の
戒

律
に
関
す
る
思
想
を
も
と
に
し
て
明
恵
の
戒
律
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
明
恵
の
戒
律
に
関
し
て
明
恵
自
身
の
考
え
と
そ
の
周
辺
の
見
方
の

相
違
を
区
別
せ
ず
に
述
べ
ら
れ
て
き
た
。�

以
上
の
問
題
意
識
か
ら
、
本
論
文
で
は
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
、

明
恵
に
と
っ
て
戒
律
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
明
恵
独
自
の
戒
律
へ
展
開

し
、
ま
た
伝
承
さ
れ
た
か
を
考
察
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
を
検
討
す
る

た
め
に
、
明
恵
自
身
の
著
作
と
弟
子
た
ち
に
よ
り
記
さ
れ
た
伝
記
類
・
説

話
・
史
料
を
扱
っ
て
明
恵
戒
律
の
有
様
を
明
ら
か
に
す
る
。�

�

一
、
明
恵
の
戒
律
重
視�

①
伝
記
類
に
伝
え
て
い
る
明
恵
の
戒
の
様
相�

明
恵
の
弟
子
喜
海
が
記
し
た
『
明
恵
上
人
仮
名
行
状
』
に
よ
る
と
、
明
恵

自
身
は
十
六
歳
の
時
、
叔
父
で
あ
る
上
覚
に
付
い
て
東
大
寺
戒
壇
院
で
出
家

者
が
厳
守
す
べ
き
戒
で
あ
る
具
足
戒
を
受
け
た
。�

文
治
四
年

戊申

生
年
十
六
歳
ニ
シ
テ
舅
上
覚
上
人
ニ
付
テ
出
家
ス
。
東�

大
寺
戒
壇
院
ニ
シ
テ
具
足
戒
ヲ
ウ
ク
。
（
中
略
）
一
既
ニ
出
家
ノ�

仏
弟
子
ト
ナ
レ
リ
。
精
進
修
行
シ
テ
仏
ノ
御
ヲ
シ
ヘ
ノ
如
ク
尊
シ�

テ
、
如
来
ノ
戒
法
ニ
於
テ
違
犯
ナ
カ
ラ
ム
。�

一
〇��
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�

�
若
い
時
期
か
ら
戒
を
守
り
な
が
ら
ひ
た
す
ら
仏
道
修
行
を
行
っ
て
い
た
明

恵
は
他
の
伝
記
類
で
あ
る
『
栂
尾
明
恵
上
人
伝
記
』
（
以
下
『
伝
記
』
）
で

は
戒
に
つ
い
て
「
仏
も
、
戒
を
破
り
て
我
を
見
て
何
の
益
が
あ
る
と
説
き
給

へ
り�

一
一�

。
」
と
説
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
戒
を
重
く
守
り
、

仏
道
修
行
に
の
み
専
念
し
て
い
た
明
恵
の
有
様
が
伝
記
類
に
描
か
れ
て
い
る
。�

一
方
で
、
中
世
鎌
倉
期
に
お
い
て
は
多
く
の
僧
が
戒
を
守
っ
て
い
な
い
こ

と
が
、
様
々
な
史
料
や
説
話
集
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。
少
し
時
代
は
下

る
が
、
鎌
倉
後
期
に
無
住
（
一
二
〇
一
～
一
二
九
〇
）
に
よ
り
撰
さ
れ
た

『
沙
石
集�

一
二�

』
（
一
二
八
三
年
成
立
）
に
は
、
唐
招
提
寺
の
鑑
真
和
尚
が

日
本
に
律
の
教
え
を
伝
え
る
た
め
、
三
戒
壇
院
を
設
置
し
、
受
戒
の
作
法
を

広
め
た
。
し
か
し
、
時
が
経
つ
と
と
も
に
、
戒
の
大
小
も
忘
れ
ら
れ
、
戒
を

犯
す
時
代
に
な
っ
た
虚
し
さ
の
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。�

愛
弟
の
児
の
あ
り
け
る
が
、
取
り
て
手
水
桶
の
水
に
て
す
す
ぎ
て

鍋
に
打
ち
入
れ
け
る
を
、
「
よ
し
よ
し
、
よ
く
し
た
り
。
児
共
は

そ
れ
て
い
に
お
め
む
が
よ
き
ぞ
」
と
云
ふ
を
、
同
宿
の
火
焚
き
て

居
た
る
が
、
「
こ
れ
は
犯
戒
に
は
何
に
て
候
ふ
べ
き
ぞ
」
と
問
へ

ば
、
「
声
聞
戒
に
は
波
逸
提
、
菩
薩
戒
に
は
波
羅
夷
な
り
」
と
ぞ

答
へ
け
る
。
実
に
明
ら
か
に
学
し
知
り
た
れ
ど
も
、
律
儀
は
実
に

廃
れ
て
こ
そ
。
学
と
行
と
違
ひ
た
る
事
は
、
一
国
の
習
ひ
久
し
く

こ
そ
。
「
仏
法
の
滅
す
る
事
は
、
他
の
天
魔
・
外
道
は
あ
た
は
ず
。

仏
法
学
す
る
我
が
弟
子
の
失
な
る
べ
し
。
師
子
の
中
よ
り
虫
出
て

食
す
る
が
如
し
」
と
こ
そ
、
経
文
に
は
見
え
た
れ
。
末
代
の
法

滅
・
併
ら
学
生
正
見
な
ら
ず
し
て
、
仏
法
を
名
利
の
あ
た
ひ
に
し
、

聖
教
を
邪
妄
の
情
に
変
へ
て
、
非
法
非
律
に
し
て
日
々
に
摩
滅
し
、

漸
く
淪
亡
、
喉
つ
ま
れ
る
事
、
悲
し
く
こ
そ
侍
れ
。�

�

こ
の
説
話
は
律
儀
を
学
ん
で
い
た
も
の
の
、
そ
れ
が
実
践
ま
で
に
は
繋
が

っ
て
い
な
い
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
無
住
は
、
末
代
の
仏
法
は
名
利
の
手
段

に
な
り
、
聖
教
は
変
質
し
て
し
ま
い
、
法
も
な
く
律
も
な
く
、
た
だ
衰
退
し

て
ゆ
く
こ
と
を
嘆
く
気
持
ち
を
表
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
時

代
は
律
儀
が
有
名
無
実
化
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。�

さ
て
、
明
恵
の
持
戒
へ
の
関
心
は
建
保
三
年
か
ら
深
ま
っ
て
い
て
、
こ
の

年
か
ら
五
年
を
か
け
て
法
蔵
の
『
梵
網
菩
薩
戒
本
』
、
『
梵
網
経
菩
薩
戒
本

疏
』
、
道
宣
『
浄
心
誡
観
法
』
な
ど
を
談
じ
た
と
い
う
。�

石
水
院
ノ
住
房
ヲ
建
立
セ
リ
、
此
処
ニ
シ
テ
円
覚
ノ
略
抄
并
修
證

義
コ
レ
ヲ
談
ズ
、
マ
タ
梵
網
菩
薩
戒
本
香
象
疏
等
并
南
山
浄
心
誡

観
等
コ
レ
ヲ
談
ズ
、
（
中
略
）�

一
、
承
久
二
年
ノ
コ
ロ
、
上
人
石
水
院
ニ
シ
テ
、
重
テ
菩
薩
戒
ヲ

興
行
シ
テ
、
香
象
梵
網
ノ
疏
ヲ
談
ズ
、
毎
日
諸
衆
集
会
ノ
次
ヲ
モ

テ
、
梵
網
戒
本
十
重
文
并
ニ
四
十
八
軽
戒
四
五
戒
副
ヘ
講
ス
ル
コ

ト
数
遍
ナ
リ
、
然
間
或
ハ
瑞
光
ヲ
感
ジ
、
或
ハ
聖
僧
ヲ
見
ル
、
或

ハ
夢
ニ
十
人
ノ
梵
僧
説
戒
ノ
時
尅
ヲ
待
テ
、
天
井
ノ
上
ニ
衆
会
シ

テ
ウ
カ
ヽ
ヒ
見
給
ヲ
ミ
ル
、
或
人
ノ
夢
ニ
、
宿
老
ノ
梵
僧
気
高
ク

シ
テ
容
儀
凡
人
ニ
ア
ラ
ズ
、
説
戒
ノ
布
施
ト
覚
シ
テ
物
、
衣
箱
ノ

様
ナ
ル
物
ニ
入
テ
、
其
御
前
ニ
置
テ
、
体
盤
ニ
ヨ
リ
カ
ヽ
リ
テ
坐

（�）�

�

田
中
久
夫�

五�

は
、
金
沢
文
庫
蔵
の
「
持
戒
清
浄
印
明
」
の
全
文
を
翻
刻

し
、
印
信
の
成
立
や
伝
授
に
つ
い
て
述
べ
た
。
そ
し
て
寛
喜
二
年
八
月
十
五

日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
、
高
山
寺
の
恒
例
の
勤
行
と
し
て
行
わ
れ
た
説

戒
会
の
記
録
で
あ
る
「
栂
尾
説
戒
日
記
」
を
紹
介
し
、
活
字
化
し
た
も
の
が

あ
る
。
従
来
の
研
究
は
主
に
「
持
戒
清
浄
印
明
」
資
料
紹
介
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
が
、
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
中
山
一
麿�

六�

は
喜
海
、
定
貞
、

霊
典
の
系
統
以
外
の
随
心
院
蔵
本
第
二
十
八
函
三
四
号
に
存
在
す
る
「
高
弁

‐

法
智
」
の
血
脈
を
加
え
て
、
個
々
の
伝
本
の
内
容
を
校
合
し
、
比
較
し
た
。�

一
方
で
、
岩
田
親
静�

七�

は
『
栂
尾
説
戒
日
記
』
を
聞
書
し
、
観
修
寺
流

又
号
栂
尾
流
で
あ
る
仁
弁
が
漢
文
で
書
か
れ
た
高
山
寺
文
書
の
『
菩
薩
戒
并

沙
弥
戒
伝
授
記
』
（
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
）
を
翻
刻
し
、
戒
律
面
か
ら
明
恵

及
び
明
恵
教
団
を
位
置
づ
け
た
。
『
菩
薩
戒
并
沙
弥
戒
伝
授
記
』
で
は
菩
薩

戒
の
重
視
を
主
張
し
、
説
戒
に
お
い
て
も
『
梵
網
菩
薩
戒
本
』
を
説
い
た
こ

と
か
ら
大
乗
の
も
の
で
あ
る
菩
提
心
を
重
視
し
た
と
指
摘
し
た
。�

こ
の
他
、
下
間
一
頼�

八�

は
戒
師
と
し
て
の
明
恵
の
存
在
に
注
目
し
、
末

法
思
想
、
本
覚
思
想
隆
興
と
い
っ
た
鎌
倉
時
代
の
状
況
と
の
関
係
に
つ
い
て

考
察
し
た
。
末
法
思
想
と
本
覚
思
想
は
破
戒
僧
の
出
現
を
促
す
要
因
と
し
て

捉
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
明
恵
の
仏
道
修
行
の
実
践
に
と
っ
て
末
法
思

想
と
本
覚
思
想
は
「
破
戒
」
の
要
因
に
な
る
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
持

戒
」
を
促
す
原
動
力
と
し
て
の
基
に
な
っ
た
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
淫
欲
と

不
婬
を
め
ぐ
る
問
題
を
中
心
と
し
て
明
恵
の
戒
律
観
の
展
開
と
験
者
と
し
て

の
側
面
に
焦
点
を
当
て
、
そ
れ
が
修
法
か
ら
授
戒
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
明

恵
の
外
的
状
況
に
つ
い
て
述
べ
た
前
川
健
一�

九�

の
「
明
恵
の
戒
律
観
」
も

あ
る
。�

�

こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
は
後
代
に
お
い
て
明
恵
の
戒
律
伝
授
と
い
っ
た
修

法
や
実
践
に
つ
い
て
著
し
た
資
料
を
分
析
し
て
き
た
。
ま
た
は
、
当
時
の
戒

律
に
関
す
る
思
想
を
も
と
に
し
て
明
恵
の
戒
律
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
明
恵
の
戒
律
に
関
し
て
明
恵
自
身
の
考
え
と
そ
の
周
辺
の
見
方
の

相
違
を
区
別
せ
ず
に
述
べ
ら
れ
て
き
た
。�

以
上
の
問
題
意
識
か
ら
、
本
論
文
で
は
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
、

明
恵
に
と
っ
て
戒
律
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
明
恵
独
自
の
戒
律
へ
展
開

し
、
ま
た
伝
承
さ
れ
た
か
を
考
察
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
を
検
討
す
る

た
め
に
、
明
恵
自
身
の
著
作
と
弟
子
た
ち
に
よ
り
記
さ
れ
た
伝
記
類
・
説

話
・
史
料
を
扱
っ
て
明
恵
戒
律
の
有
様
を
明
ら
か
に
す
る
。�

�

一
、
明
恵
の
戒
律
重
視�

①
伝
記
類
に
伝
え
て
い
る
明
恵
の
戒
の
様
相�

明
恵
の
弟
子
喜
海
が
記
し
た
『
明
恵
上
人
仮
名
行
状
』
に
よ
る
と
、
明
恵

自
身
は
十
六
歳
の
時
、
叔
父
で
あ
る
上
覚
に
付
い
て
東
大
寺
戒
壇
院
で
出
家

者
が
厳
守
す
べ
き
戒
で
あ
る
具
足
戒
を
受
け
た
。�

文
治
四
年

戊申

生
年
十
六
歳
ニ
シ
テ
舅
上
覚
上
人
ニ
付
テ
出
家
ス
。
東�

大
寺
戒
壇
院
ニ
シ
テ
具
足
戒
ヲ
ウ
ク
。
（
中
略
）
一
既
ニ
出
家
ノ�

仏
弟
子
ト
ナ
レ
リ
。
精
進
修
行
シ
テ
仏
ノ
御
ヲ
シ
ヘ
ノ
如
ク
尊
シ�

テ
、
如
来
ノ
戒
法
ニ
於
テ
違
犯
ナ
カ
ラ
ム
。�

一
〇��

420

金陀美
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434

金陀美

（3）



（�）�

�

如
来
の
滅
後
、
戒
を
以
て
師
と
す
。
出
家
在
家
、
七
衆
の
弟
子
、

誰
か
仰
が
ざ
ら
ん
や
。
十
誦
律
に
云
く
、
ま
た
諸
の
比
丘
、
毘
尼

を
廃
学
し
て
、
便
ち
修
多
羅
・
阿
毘
曇
を
読
誦
す
る
に
、
世
尊
、

種
々
に
呵
責
し
た
ま
ふ
。
毘
尼
あ
る
に
よ
っ
て
、
仏
法
世
に
住
す

と
云
々
。�

�

こ
こ
で
、
貞
慶
は
釈
尊
が
戒
律
を
重
視
し
た
と
言
い
つ
つ
も
、
戒
律
が
廃

学
し
て
い
く
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。
さ
ら
に
貞
慶
は
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）

に
興
福
寺
衆
徒
が
法
然
の
専
修
念
仏
の
禁
止
を
求
め
て
著
し
た
『
興
福
寺
奏

状�

一
四�

』
に
お
い
て
「
夫
れ
極
楽
の
教
門
、
盛
ん
に
戒
行
を
勧
む
。
浄
土
の

業
因
、
こ
れ
を
以
て
最
と
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
や
は
り
、
戒
を
軽
視
し
て

は
い
け
な
い
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。�

戒
を
守
ら
ず
魔
道
に
落
ち
る
説
は
『
沙
石
集�

一
五�

』
の
中
に
も
収
め
ら
れ

て
い
る
。
巻
第
十
末
ノ
十
一
で
は
七
種
の
聖
財
の
中
、
戒
律
を
守
り
修
行
す

る
こ
と
も
な
く
、
物
事
に
執
着
心
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
間
違
い
な
く
魔
道

に
落
ち
る
と
い
う
。
そ
し
て
衆
生
の
要
望
の
声
に
耳
を
傾
け
る
べ
き
耳
根
円

通
な
ど
に
つ
い
て
禅
法
の
要
義
を
説
い
た
『
首
楞
厳
経
』
の
「
三
決
定
」
の

説
を
引
い
て
、
淫
戒
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。�

�

さ
れ
ば
楞
厳
に
は
三
決
定
の
義
と
て
、
仏
法
の
定
む
る
事
を
云
ふ�

に
、
「
心
を
摂
す
る
を
戒
と
し
、
戒
に
よ
り
て
定
を
生
じ
、
定
に�

よ
り
て
恵
を
生
ず
。
六
道
の
衆
生
、
そ
の
心
深
く
せ
ざ
れ
ば
、
生�

死
相
続
せ
ず
。
淫
心
除
こ
ら
ざ
れ
ば
、
生
死
を
出
づ
べ
か
ら
ず
。�

多
智
禅
定
現
前
す
と
も
、
淫
を
断
た
ざ
れ
ば
、
必
ず
魔
道
に
落
ち�

て
上
品
は
魔
王
、
中
品
は
魔
民
、
下
品
は
魔
女
と
な
り
て
、
皆
従�

衆
あ
り
。�

�

無
住
は
淫
欲
を
断
た
な
け
れ
ば
必
ず
魔
道
に
落
ち
る
と
著
し
、
そ
の
次
に

あ
る
女
房
に
霊
が
取
り
憑
い
て
「
中
古
よ
り
の
智
者
・
学
生
と
聞
こ
え
し
人

共
、
皆
魔
道
に
あ
る
由
云
ひ
け
り
。
解
脱
房
・
明
恵
房
ぞ
、
い
づ
ち
へ
行
き

た
る
や
ら
ん
、
見
え
ぬ
と
申
し
け
る
」
と
い
う
託
宣
を
く
だ
し
た
。
こ
れ
は

『
比
良
山
古
人
霊
託�

一
六�

』
を
踏
ま
え
た
も
の
で
、
仏
道
修
行
を
実
践
し
、

欲
の
罪
を
わ
き
ま
え
て
、
妄
念
を
薄
く
し
、
執
着
を
持
た
な
か
っ
た
高
僧
で

あ
る
貞
慶
と
明
恵
は
魔
道
に
は
落
ち
な
か
っ
た
と
し
た
。�

�

②
明
恵
の
著
書
か
ら
み
る
戒�

明
恵
の
伝
記
類
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
戒
律
観
を
確
認
し
て
み
た
。
こ
こ
で

は
明
恵
が
撰
述
し
た
著
書
か
ら
、
明
恵
が
戒
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
た
の
か
を
確
認
す
る
。
ま
ず
、
明
恵
が
法
然
の
専
修
念
仏
を
批
判
し
て
著

し
た
『
摧
邪
輪
』(

一
七)

を
確
認
す
る
。�

制
教
者
、
唯
是
如
来
一

人
自
説
、
以
二

制
戒
軽
重
余
無
一

レ

能
故
、

更
無
レ

有
二

他
説
、
善
導
等
諸
師
、
何
制
二

別
律
義
一

乎
。
但
近
代

専
修
者
、
作
二

種
種
別
戒
一

、
甚
非
二

善
導
過
一

也
。
（
中
略
）
汝

若
不
レ

能
レ

答
者
、
一
宗
不
レ

成
、
若
又
引
二

余
経
論
一

作
二

此
答
一

者
、
汝
所
立
宗
又
不
レ

成
也
。
若
汝
言
下

立
レ

宗
時
不
上
レ

捨
二

余
経

論
一

者
、
勿
下

以
二

持
戒
菩
薩
心
等
一

為
中

障
礙
上 

如
来
の
教
え
で
あ
る
「
化
制
二
教
」
説
が
化
教
（
経
論
）
・
制
教
（
戒
律
）

（�）�

�

シ
給
ヘ
リ
、
数
多
ノ
眷
属
ノ
梵
僧
、
其
御
前
ニ
坐
セ
ル
ヲ
見
ル
、

カ
ク
ノ
如
ク
霊
瑞
多
々
也
、�

�

『
仮
名
行
状
』
に
明
恵
が
石
水
院
の
住
房
で
自
ら
戒
を
重
ん
じ
て
守
り
、

ま
た
、
戒
律
を
興
行
す
る
た
め
に
毎
日
の
よ
う
に
衆
僧
を
集
め
て
、
梵
網
教

で
言
わ
れ
て
い
る
十
重
戒
お
よ
び
四
十
八
軽
戒
を
講
義
し
た
。
ま
た
、
戒
の

講
義
す
る
と
き
に
梵
僧
た
ち
が
現
れ
て
聞
い
た
り
、
布
施
を
し
た
り
す
る
霊

夢
を
見
た
と
い
う
記
事
が
書
か
れ
て
い
る
。
明
恵
は
こ
の
時
期
か
ら
数
年
を

か
け
て
多
く
の
信
者
の
た
め
に
毎
月
十
五
日
と
晦
日
の
両
度
、
恒
例
の
よ
う

に
栂
尾
で
説
戒
も
行
う
よ
う
に
な
る
。�

ま
た
、
あ
る
日
、
笠
置
解
脱
上
人
と
法
談
し
て
い
る
う
ち
に
見
た
夢
で
こ

の
世
の
人
と
は
思
え
な
い
老
僧
が
現
れ
た
と
い
う
話
が
『
伝
記
』
に
見
え
る
。�

定
め
て
聞
き
及
び
給
ふ
ら
ん
。
我
は
是
、
当
初
何
が
し
て
云
ひ
し

者
な
り
。
仏
法
に
お
い
て
は
随
分
行
学
、
年
積
り
て
深
理
を
究
め

た
る
由
を
存
じ
き
。
さ
れ
ば
其
の
比
、
天
下
に
肩
を
並
ぶ
る
輩
無

か
り
き
。
皆
是
世
の
知
る
処
な
り
。
然
る
に
、
只
此
の
大
乗
の
本

源
を
究
め
ん
事
を
先
と
し
て
、
強
ち
に
波
羅
提
木
叉
を
専
ら
に
す

る
事
無
か
り
き
。
仍
り
て
破
戒
・
穢
戒
の
事
の
み
交
り
き
。
之
に

依
り
て
、
大
乗
の
深
理
を
究
め
た
り
と
雖
も
、
人
間
一
生
の
中
に

は
解
行
相
応
せ
ず
。
先
づ
破
戒
の
罪
の
方
重
き
に
依
り
て
魔
道
に

入
れ
り
。
古
よ
り
天
竺
・
晨
旦
・
本
朝
、
世
界
々
々
に
名
を
得
た

る
貴
僧
高
層
達
、
此
の
戒
力
な
き
人
、
一
劫
二
劫
乃
至
三
四
劫
、

魔
道
に
落
ち
た
る
類
、
勝
て
計
ふ
べ
か
ら
ず
。
此
の
魔
道
の
習
ひ
、

落
ち
と
落
ち
て
は
急
度
免
れ
出
づ
る
事
難
し
。�

こ
こ
に
も
戒
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
。
大
乗
の
深
理
を
求
め

て
戒
律
を
学
ば
な
け
れ
ば
破
戒
の
罪
に
よ
り
魔
道
に
落
ち
る
と
い
う
の
を
、

異
類
異
形
の
僧
た
ち
が
貞
慶
に
ど
の
よ
う
に
し
て
魔
道
に
落
ち
る
こ
と
に
な

っ
た
か
を
語
る
中
で
訴
え
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
戒
を
持
さ
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
お
そ
ら
く
貞
慶
も
戒
に
関
し
て
は
極

め
て
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。�

明
恵
の
戒
を
守
ら
な
い
と
魔
道
に
落
ち
る
と
い
う
説
に
つ
い
て
は
『
却
廃

忘
記
』
に
み
る
事
が
で
き
る
。�

勤
行
の
人
の
魔
道
に
堕
る
と
、
世
間
に
人
の
い
ふ
事
、
其
の
謂
れ�

有
る
事
也
。
魔
と
者
、
具
に
は
魔
羅
と
云
ふ
。
是
障
礙
之
義
也
。�

三
業
の
中
に
身
語
二
業
に
神
呪
等
の
行
あ
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
に
地�

獄
等
の
極
苦
を
う
け
ず
と
云
ふ
と
も
、
意
業
に
菩
提
心
無
き
が
故�

に
、
魔
道
に
趣
く
、
極
め
た
る
道
理
な
り
云
々
。�

�

『
却
廃
忘
記
』
は
明
恵
の
日
常
の
教
訓
や
談
話
を
弟
子
の
長
円
が
明
恵
の

入
滅
三
年
後
に
書
き
留
め
た
書
物
で
あ
る
。
僧
侶
が
、
仏
道
に
精
進
す
れ
ば
、

魔
道
に
落
ち
る
こ
と
は
な
い
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。�

無
住
が
明
恵
と
同
じ
よ
う
に
戒
を
守
っ
て
い
た
僧
と
し
て
見
て
い
た
貞
慶

の
場
合
は
戒
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
の
か
。
承
元
年
間
（
一
二
〇
七
～
一
二

一
一
）
の
頃
に
著
さ
れ
た
『
解
脱
上
人
戒
律
復
興
願
書�

一
三�

』
に
貞
慶
は
戒

の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。�

419

明恵の戒律観

（20）

433

明恵の戒律観

（4）



（�）�

�

如
来
の
滅
後
、
戒
を
以
て
師
と
す
。
出
家
在
家
、
七
衆
の
弟
子
、

誰
か
仰
が
ざ
ら
ん
や
。
十
誦
律
に
云
く
、
ま
た
諸
の
比
丘
、
毘
尼

を
廃
学
し
て
、
便
ち
修
多
羅
・
阿
毘
曇
を
読
誦
す
る
に
、
世
尊
、

種
々
に
呵
責
し
た
ま
ふ
。
毘
尼
あ
る
に
よ
っ
て
、
仏
法
世
に
住
す

と
云
々
。�

�

こ
こ
で
、
貞
慶
は
釈
尊
が
戒
律
を
重
視
し
た
と
言
い
つ
つ
も
、
戒
律
が
廃

学
し
て
い
く
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。
さ
ら
に
貞
慶
は
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）

に
興
福
寺
衆
徒
が
法
然
の
専
修
念
仏
の
禁
止
を
求
め
て
著
し
た
『
興
福
寺
奏

状�

一
四�

』
に
お
い
て
「
夫
れ
極
楽
の
教
門
、
盛
ん
に
戒
行
を
勧
む
。
浄
土
の

業
因
、
こ
れ
を
以
て
最
と
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
や
は
り
、
戒
を
軽
視
し
て

は
い
け
な
い
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。�

戒
を
守
ら
ず
魔
道
に
落
ち
る
説
は
『
沙
石
集�

一
五�
』
の
中
に
も
収
め
ら
れ

て
い
る
。
巻
第
十
末
ノ
十
一
で
は
七
種
の
聖
財
の
中
、
戒
律
を
守
り
修
行
す

る
こ
と
も
な
く
、
物
事
に
執
着
心
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
間
違
い
な
く
魔
道

に
落
ち
る
と
い
う
。
そ
し
て
衆
生
の
要
望
の
声
に
耳
を
傾
け
る
べ
き
耳
根
円

通
な
ど
に
つ
い
て
禅
法
の
要
義
を
説
い
た
『
首
楞
厳
経
』
の
「
三
決
定
」
の

説
を
引
い
て
、
淫
戒
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。�

�

さ
れ
ば
楞
厳
に
は
三
決
定
の
義
と
て
、
仏
法
の
定
む
る
事
を
云
ふ�

に
、
「
心
を
摂
す
る
を
戒
と
し
、
戒
に
よ
り
て
定
を
生
じ
、
定
に�

よ
り
て
恵
を
生
ず
。
六
道
の
衆
生
、
そ
の
心
深
く
せ
ざ
れ
ば
、
生�

死
相
続
せ
ず
。
淫
心
除
こ
ら
ざ
れ
ば
、
生
死
を
出
づ
べ
か
ら
ず
。�

多
智
禅
定
現
前
す
と
も
、
淫
を
断
た
ざ
れ
ば
、
必
ず
魔
道
に
落
ち�

て
上
品
は
魔
王
、
中
品
は
魔
民
、
下
品
は
魔
女
と
な
り
て
、
皆
従�

衆
あ
り
。�

�

無
住
は
淫
欲
を
断
た
な
け
れ
ば
必
ず
魔
道
に
落
ち
る
と
著
し
、
そ
の
次
に

あ
る
女
房
に
霊
が
取
り
憑
い
て
「
中
古
よ
り
の
智
者
・
学
生
と
聞
こ
え
し
人

共
、
皆
魔
道
に
あ
る
由
云
ひ
け
り
。
解
脱
房
・
明
恵
房
ぞ
、
い
づ
ち
へ
行
き

た
る
や
ら
ん
、
見
え
ぬ
と
申
し
け
る
」
と
い
う
託
宣
を
く
だ
し
た
。
こ
れ
は

『
比
良
山
古
人
霊
託�

一
六�

』
を
踏
ま
え
た
も
の
で
、
仏
道
修
行
を
実
践
し
、

欲
の
罪
を
わ
き
ま
え
て
、
妄
念
を
薄
く
し
、
執
着
を
持
た
な
か
っ
た
高
僧
で

あ
る
貞
慶
と
明
恵
は
魔
道
に
は
落
ち
な
か
っ
た
と
し
た
。�

�

②
明
恵
の
著
書
か
ら
み
る
戒�

明
恵
の
伝
記
類
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
戒
律
観
を
確
認
し
て
み
た
。
こ
こ
で

は
明
恵
が
撰
述
し
た
著
書
か
ら
、
明
恵
が
戒
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
た
の
か
を
確
認
す
る
。
ま
ず
、
明
恵
が
法
然
の
専
修
念
仏
を
批
判
し
て
著

し
た
『
摧
邪
輪
』(

一
七)

を
確
認
す
る
。�

制
教
者
、
唯
是
如
来
一

人
自
説
、
以
二

制
戒
軽
重
余
無
一

レ

能
故
、

更
無
レ

有
二

他
説
、
善
導
等
諸
師
、
何
制
二

別
律
義
一

乎
。
但
近
代

専
修
者
、
作
二

種
種
別
戒
一

、
甚
非
二

善
導
過
一

也
。
（
中
略
）
汝

若
不
レ

能
レ

答
者
、
一
宗
不
レ

成
、
若
又
引
二

余
経
論
一

作
二

此
答
一

者
、
汝
所
立
宗
又
不
レ

成
也
。
若
汝
言
下

立
レ

宗
時
不
上
レ

捨
二

余
経

論
一

者
、
勿
下

以
二

持
戒
菩
薩
心
等
一

為
中

障
礙
上 

如
来
の
教
え
で
あ
る
「
化
制
二
教
」
説
が
化
教
（
経
論
）
・
制
教
（
戒
律
）

（�）�

�

シ
給
ヘ
リ
、
数
多
ノ
眷
属
ノ
梵
僧
、
其
御
前
ニ
坐
セ
ル
ヲ
見
ル
、

カ
ク
ノ
如
ク
霊
瑞
多
々
也
、�

�

『
仮
名
行
状
』
に
明
恵
が
石
水
院
の
住
房
で
自
ら
戒
を
重
ん
じ
て
守
り
、

ま
た
、
戒
律
を
興
行
す
る
た
め
に
毎
日
の
よ
う
に
衆
僧
を
集
め
て
、
梵
網
教

で
言
わ
れ
て
い
る
十
重
戒
お
よ
び
四
十
八
軽
戒
を
講
義
し
た
。
ま
た
、
戒
の

講
義
す
る
と
き
に
梵
僧
た
ち
が
現
れ
て
聞
い
た
り
、
布
施
を
し
た
り
す
る
霊

夢
を
見
た
と
い
う
記
事
が
書
か
れ
て
い
る
。
明
恵
は
こ
の
時
期
か
ら
数
年
を

か
け
て
多
く
の
信
者
の
た
め
に
毎
月
十
五
日
と
晦
日
の
両
度
、
恒
例
の
よ
う

に
栂
尾
で
説
戒
も
行
う
よ
う
に
な
る
。�

ま
た
、
あ
る
日
、
笠
置
解
脱
上
人
と
法
談
し
て
い
る
う
ち
に
見
た
夢
で
こ

の
世
の
人
と
は
思
え
な
い
老
僧
が
現
れ
た
と
い
う
話
が
『
伝
記
』
に
見
え
る
。�

定
め
て
聞
き
及
び
給
ふ
ら
ん
。
我
は
是
、
当
初
何
が
し
て
云
ひ
し

者
な
り
。
仏
法
に
お
い
て
は
随
分
行
学
、
年
積
り
て
深
理
を
究
め

た
る
由
を
存
じ
き
。
さ
れ
ば
其
の
比
、
天
下
に
肩
を
並
ぶ
る
輩
無

か
り
き
。
皆
是
世
の
知
る
処
な
り
。
然
る
に
、
只
此
の
大
乗
の
本

源
を
究
め
ん
事
を
先
と
し
て
、
強
ち
に
波
羅
提
木
叉
を
専
ら
に
す

る
事
無
か
り
き
。
仍
り
て
破
戒
・
穢
戒
の
事
の
み
交
り
き
。
之
に

依
り
て
、
大
乗
の
深
理
を
究
め
た
り
と
雖
も
、
人
間
一
生
の
中
に

は
解
行
相
応
せ
ず
。
先
づ
破
戒
の
罪
の
方
重
き
に
依
り
て
魔
道
に

入
れ
り
。
古
よ
り
天
竺
・
晨
旦
・
本
朝
、
世
界
々
々
に
名
を
得
た

る
貴
僧
高
層
達
、
此
の
戒
力
な
き
人
、
一
劫
二
劫
乃
至
三
四
劫
、

魔
道
に
落
ち
た
る
類
、
勝
て
計
ふ
べ
か
ら
ず
。
此
の
魔
道
の
習
ひ
、

落
ち
と
落
ち
て
は
急
度
免
れ
出
づ
る
事
難
し
。�

こ
こ
に
も
戒
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
。
大
乗
の
深
理
を
求
め

て
戒
律
を
学
ば
な
け
れ
ば
破
戒
の
罪
に
よ
り
魔
道
に
落
ち
る
と
い
う
の
を
、

異
類
異
形
の
僧
た
ち
が
貞
慶
に
ど
の
よ
う
に
し
て
魔
道
に
落
ち
る
こ
と
に
な

っ
た
か
を
語
る
中
で
訴
え
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
戒
を
持
さ
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
お
そ
ら
く
貞
慶
も
戒
に
関
し
て
は
極

め
て
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。�

明
恵
の
戒
を
守
ら
な
い
と
魔
道
に
落
ち
る
と
い
う
説
に
つ
い
て
は
『
却
廃

忘
記
』
に
み
る
事
が
で
き
る
。�

勤
行
の
人
の
魔
道
に
堕
る
と
、
世
間
に
人
の
い
ふ
事
、
其
の
謂
れ�

有
る
事
也
。
魔
と
者
、
具
に
は
魔
羅
と
云
ふ
。
是
障
礙
之
義
也
。�

三
業
の
中
に
身
語
二
業
に
神
呪
等
の
行
あ
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
に
地�

獄
等
の
極
苦
を
う
け
ず
と
云
ふ
と
も
、
意
業
に
菩
提
心
無
き
が
故�

に
、
魔
道
に
趣
く
、
極
め
た
る
道
理
な
り
云
々
。�

�

『
却
廃
忘
記
』
は
明
恵
の
日
常
の
教
訓
や
談
話
を
弟
子
の
長
円
が
明
恵
の

入
滅
三
年
後
に
書
き
留
め
た
書
物
で
あ
る
。
僧
侶
が
、
仏
道
に
精
進
す
れ
ば
、

魔
道
に
落
ち
る
こ
と
は
な
い
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。�

無
住
が
明
恵
と
同
じ
よ
う
に
戒
を
守
っ
て
い
た
僧
と
し
て
見
て
い
た
貞
慶

の
場
合
は
戒
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
の
か
。
承
元
年
間
（
一
二
〇
七
～
一
二

一
一
）
の
頃
に
著
さ
れ
た
『
解
脱
上
人
戒
律
復
興
願
書�

一
三�

』
に
貞
慶
は
戒

の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。�

418

金陀美

（21）

432

金陀美

（5）



（�）�

�

故
行
位
律
師
、
大
師
の
梵
網
経
を
以
て
高
尾
に
し
て
暫
く
籠
居
し

て
、
高
弁
に
対
し
「
此
の
疏
を
読
み
奉
れ
」
と
言
は
る
。
高
弁
、

之
を
領
掌
す
。
其
の
本
を
取
り
、
之
を
見
る
に
、
不
思
議
の
霊
本

な
り
。
夢
の
中
に
、
其
の
本
に
冒
地
と
云
ふ
梵
字
、
之
在
り
と
思

ふ
。
此
を
見
る
に
、
梵
字
の
梵
字
な
り
。
又
、
菩
薩
名
在
る
処
は

即
ち
絵
図
な
り
。
不
動
尊
等
の
如
く
、
大
火
聚
の
中
に
処
り
。
其

の
炎
、
紺
青
色
な
り
。
心
に
思
は
く
、
此
は
真
言
宗
骨
に
、
此
く

の
如
く
し
な
し
た
る
本
か
と
思
ふ
。
都
て
此
く
の
如
き
証
本
の
有

り
け
る
と
思
ふ
。
都
て
書
体
も
薄
香
の
表
紙
に
て
能
筆
を
以
て
書

く
な
り
。�

�

行
位
律
師
よ
り
法
蔵
が
撰
し
た
『
梵
網
経
疏
』
の
講
義
を
命
じ
ら
れ
、
そ

の
本
を
み
て
感
動
し
た
と
い
う
夢
で
あ
る
。
行
位
律
師
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
が
、
こ
の
夢
で
『
梵
網
経
』
を
手
に
取
っ
た
こ
と
は
明
恵
の
戒
律
へ
の

関
心
を
象
徴
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
『
梵
網
経
』
に

記
さ
れ
て
い
る
梵
字
が
菩
提
、
覚
り
を
意
味
す
る
の
も
、
菩
提
心
を
重
視
し

た
明
恵
に
ふ
さ
わ
し
く
感
じ
ら
れ
る
。
「
都
て
此
く
の
如
き
証
本
の
有
り
け

る
と
思
ふ
」
と
い
う
夢
の
解
釈
は
明
恵
が
自
身
の
戒
律
へ
の
姿
勢
を
正
当
な

も
の
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
続
け
て
九
月
十
一
日

の
夢
は
人
に
授
戒
す
る
夢
で
あ
る
。�

一
、
其
の
後
、
案
に
倚
り
臥
し
て
眠
る
。
夢
に
、
人
に
戒
を
授
く
。

其
の
布
施
に
金
三
両
あ
り
。
又
、
其
の
外
の
物
等
、
之
在
り
。
其

の
後
、
深
証
房
来
臨
し
て
以
降
、
禅
堂
の
造
作
等
に
依
り
て
、

連
々
に
之
を
修
せ
ず
。
同
十
二
日
、
之
を
修
す
。
九
月
な
り
。�

承
久
三
年
の
九
月
の
明
恵
は
承
久
の
乱
後
の
騒
動
か
ら
、
賀
茂
の
仏
光
山

に
移
っ
て
い
た
。
こ
こ
に
出
て
く
る
「
禅
堂
の
造
作
」
は
仏
光
山
で
建
築
中

の
堂
で
あ
ろ
う
。
栂
尾
か
ら
賀
茂
に
移
住
し
た
明
恵
は
自
ら
の
持
戒
か
ら
他

人
へ
戒
を
授
け
る
こ
と
に
関
心
が
変
わ
っ
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
に
登

場
す
る
深
証
房
は
上
覚
の
も
と
で
神
護
寺
の
執
行
を
務
め
た
人
物
で
、
性
禅

と
も
い
う�

一
九�

。
梵
網
経
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
深
証
房
の
質
問
に
明
恵
が
答

え
た
『
神
護
寺
如
法
執
行
問
答
』
一
巻
が
現
存
す
る�

二
〇�

。
こ
の
夢
は
戒
を

重
視
し
て
き
た
明
恵
が
人
々
へ
の
授
戒
を
本
格
的
に
始
め
た
状
況
を
反
映
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。�

�

二
、
明
恵
、
戒
師
と
し
て
の
活
動�

�

①
説
戒
へ
の
発
展�

明
恵
は
戒
に
対
す
る
志
が
深
く
な
っ
た
時
期
か
ら
戒
律
、
滅
罪
懺
悔
に
関

す
る
夢
を
頻
繁
に
見
る
よ
う
に
な
る
。
明
恵
自
ら
が
戒
律
を
守
る
だ
け
で
は

な
く
、
他
人
へ
授
戒
を
す
る
よ
う
な
夢
も
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
実
際

に
こ
の
時
期
か
ら
の
明
恵
は
戒
を
授
け
る
立
場
で
あ
る
戒
師
と
し
て
の
活
動

を
本
格
化
し
た
の
で
あ
る
。�

明
恵
の
授
戒
へ
の
関
心
自
体
は
、
建
保
三
年
（
一
二
一
五
）
頃
か
ら
は
じ

ま
る
。
授
戒
に
関
す
る
初
見
は
、
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
十
二
月
二
十
日

に
著
さ
れ
た
『
自
誓
八
斎
戒
略
作
法
』
で
あ
る
。
「
貞
応
二
年
極
月
廿
一
日
、

丑
時
依
修
明
門
院
之
令
旨
草
進
畢�

二
一�

」
と
あ
る
よ
う
に
、
明
恵
は
こ
れ
を

（�）�

�

の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
う
ち
特
に
制
教
の
面
の
戒
律
に
つ
い
て
論
じ

て
い
る
。
ま
た
、
近
代
の
専
修
者
た
ち
は
種
類
の
別
戒
を
作
っ
て
い
た
が
、

こ
れ
は
善
導
の
罪
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
続
け
て
、
戒
律
を
捨
て
る
こ
と

を
否
定
し
、
持
戒
を
重
視
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
ま
た
、
新
た
な
宗
を
立
て

る
に
戒
律
は
必
要
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
明
恵
は
開

宗
の
条
件
と
し
て
戒
律
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。�

明
恵
は
建
保
四
年
（
一
二
一
六
）
、
法
蔵
『
梵
網
経
』
の
注
釈
で
あ
る

『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏
』
を
講
義
し
た
。
そ
し
て
承
久
二
年
（
一
二
二
〇
）

に
『
梵
網
経
』
や
『
瑜
伽
師
地
論
』
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
菩
薩
戒
の
「
十
重

禁
戒
」
と
「
四
十
八
軽
戒
」
の
う
ち
四
～
五
戒
に
つ
い
て
講
じ
て
い
る
こ
の

時
期
は
戒
律
や
滅
罪
懺
悔
の
霊
夢
が
多
く
現
れ
た
と
い
う
。
明
恵
が
約
四
十

年
間
を
か
け
て
自
ら
見
た
夢
を
書
き
残
し
た
『
夢
記
』
の
承
久
二
年
八
月
七

日
の
記
事
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。�

一
、
同
じ
き
八
月
七
日
の
朝
、
禅
よ
り
起
き
て
臥
息
し
た
る
夢
に

云
は
く
、
一
人
の
聖
人
有
り
。
是
れ
迦
葉
尊
者
な
り
と
思
ふ
。
予
、

一
聚
の
瓔
珞
を
持
ち
て
其
の
上
に
覆
ひ
奉
つ
る
。
迦
葉
、
其
の
後

に
此
れ
を
過
ぎ
て
還
り
給
ふ
と
云
々
。
是
れ
具
戒
を
祈
請
す
る
間

の
夢
な
り
、
と
云
々
。�

こ
の
夢
は
承
久
二
年
八
月
七
日
に
見
た
も
の
で
あ
る
。
最
初
の
夢
は
戒
律

を
授
か
る
こ
と
を
請
い
願
っ
て
い
た
時
に
見
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
同

じ
日
に
滅
罪
・
戒
体
発
得
の
祈
願
に
応
え
る
よ
う
な
夢
が
続
く
。�

一
、
同
初
夜
の
座
禅
の
時
、
滅
罪
の
事
を
祈
願
し
、
戒
躰
を
得
た

り
。
若
し
好
相
現
ぜ
ば
、
諸
人
に
戒
を
授
け
む
と
祈
願
す
。
（
中

略
）
又
、
音
の
告
げ
有
る
を
待
つ
に
、
即
ち
声
有
り
て
云
は
く
、

諸
仏
、
悉
く
中
に
入
る
。
汝
今
、
清
浄
を
得
た
り
。
其
の
後
、
変

じ
て
大
き
な
る
身
と
成
り
、
一
間
許
り
の
上
に
七
宝
の
瓔
珞
有
り

て
荘
厳
す
」
と
云
々
。
即
ち
観
よ
り
出
で
了
ん
ぬ
。
又
、
其
の
前

に
真
智
恵
門
よ
り
出
で
て
、
五
十
二
位
を
遍
歴
す
。�

�

祈
願
の
応
え
と
し
て
清
浄
を
得
た
と
の
仏
の
声
が
あ
っ
た
と
解
釈
で
き
よ

う
が
、
明
恵
自
身
の
夢
解
き
は
記
し
て
い
な
い
。
こ
の
後
、
十
信
で
獲
得
す

る
文
殊
の
知
恵
で
あ
る
信
智
恵
門
か
ら
出
て
菩
薩
修
行
の
階
梯
で
あ
る
五
十

二
位
を
遍
歴
し
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
夢
を
通
し
て
明
恵
が
戒
を
い
か
に
重

く
感
じ
と
っ
て
い
た
か
が
窺
え
る
。
一
方
、
先
述
し
た
よ
う
に
承
久
年
間
は

戒
律
に
関
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
と
共
に
、
明
恵
が
『
華

厳
経
』
の
中
に
光
明
が
無
尽
の
世
界
を
照
ら
し
、
利
他
を
説
く
「
光
明
覚
品
」

に
よ
る
仏
光
三
昧
観
を
実
践
し
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
明
恵

が
三
昧
観
に
よ
っ
て
感
得
し
た
好
相
を
紹
介
し
、
そ
の
意
義
や
由
来
、
観
法

の
相
承
を
記
し
た
『
華
厳
仏
光
三
昧
観
冥
感
伝
』
に
お
い
て
も
こ
れ
も
同
じ

夢
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
八
月
七
日
の
初
夜
の
夢
に
つ
い
て
前
川
健
一
は
、

「
こ
の
夢
等
は
そ
も
そ
も
懺
悔
や
戒
体
と
の
関
連
で
感
得
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
、
仏
光
観
と
戒
律
が
明
恵
の
中
で
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る�

一
八�

」
と
指
摘
し
た
。�

こ
の
よ
う
な
戒
律
へ
の
関
心
は
承
久
三
年
も
続
く
。�

一
、
同
じ
月
の
十
一
日
の
夜
の
坐
禅
の
後
に
眠
る
。
夢
に
云
は
く
、

417

明恵の戒律観

（22）

431

明恵の戒律観

（6）
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故
行
位
律
師
、
大
師
の
梵
網
経
を
以
て
高
尾
に
し
て
暫
く
籠
居
し

て
、
高
弁
に
対
し
「
此
の
疏
を
読
み
奉
れ
」
と
言
は
る
。
高
弁
、

之
を
領
掌
す
。
其
の
本
を
取
り
、
之
を
見
る
に
、
不
思
議
の
霊
本

な
り
。
夢
の
中
に
、
其
の
本
に
冒
地
と
云
ふ
梵
字
、
之
在
り
と
思

ふ
。
此
を
見
る
に
、
梵
字
の
梵
字
な
り
。
又
、
菩
薩
名
在
る
処
は

即
ち
絵
図
な
り
。
不
動
尊
等
の
如
く
、
大
火
聚
の
中
に
処
り
。
其

の
炎
、
紺
青
色
な
り
。
心
に
思
は
く
、
此
は
真
言
宗
骨
に
、
此
く

の
如
く
し
な
し
た
る
本
か
と
思
ふ
。
都
て
此
く
の
如
き
証
本
の
有

り
け
る
と
思
ふ
。
都
て
書
体
も
薄
香
の
表
紙
に
て
能
筆
を
以
て
書

く
な
り
。�

�

行
位
律
師
よ
り
法
蔵
が
撰
し
た
『
梵
網
経
疏
』
の
講
義
を
命
じ
ら
れ
、
そ

の
本
を
み
て
感
動
し
た
と
い
う
夢
で
あ
る
。
行
位
律
師
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
が
、
こ
の
夢
で
『
梵
網
経
』
を
手
に
取
っ
た
こ
と
は
明
恵
の
戒
律
へ
の

関
心
を
象
徴
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
『
梵
網
経
』
に

記
さ
れ
て
い
る
梵
字
が
菩
提
、
覚
り
を
意
味
す
る
の
も
、
菩
提
心
を
重
視
し

た
明
恵
に
ふ
さ
わ
し
く
感
じ
ら
れ
る
。
「
都
て
此
く
の
如
き
証
本
の
有
り
け

る
と
思
ふ
」
と
い
う
夢
の
解
釈
は
明
恵
が
自
身
の
戒
律
へ
の
姿
勢
を
正
当
な

も
の
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
続
け
て
九
月
十
一
日

の
夢
は
人
に
授
戒
す
る
夢
で
あ
る
。�

一
、
其
の
後
、
案
に
倚
り
臥
し
て
眠
る
。
夢
に
、
人
に
戒
を
授
く
。

其
の
布
施
に
金
三
両
あ
り
。
又
、
其
の
外
の
物
等
、
之
在
り
。
其

の
後
、
深
証
房
来
臨
し
て
以
降
、
禅
堂
の
造
作
等
に
依
り
て
、

連
々
に
之
を
修
せ
ず
。
同
十
二
日
、
之
を
修
す
。
九
月
な
り
。�

承
久
三
年
の
九
月
の
明
恵
は
承
久
の
乱
後
の
騒
動
か
ら
、
賀
茂
の
仏
光
山

に
移
っ
て
い
た
。
こ
こ
に
出
て
く
る
「
禅
堂
の
造
作
」
は
仏
光
山
で
建
築
中

の
堂
で
あ
ろ
う
。
栂
尾
か
ら
賀
茂
に
移
住
し
た
明
恵
は
自
ら
の
持
戒
か
ら
他

人
へ
戒
を
授
け
る
こ
と
に
関
心
が
変
わ
っ
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
に
登

場
す
る
深
証
房
は
上
覚
の
も
と
で
神
護
寺
の
執
行
を
務
め
た
人
物
で
、
性
禅

と
も
い
う�

一
九�

。
梵
網
経
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
深
証
房
の
質
問
に
明
恵
が
答

え
た
『
神
護
寺
如
法
執
行
問
答
』
一
巻
が
現
存
す
る�

二
〇�

。
こ
の
夢
は
戒
を

重
視
し
て
き
た
明
恵
が
人
々
へ
の
授
戒
を
本
格
的
に
始
め
た
状
況
を
反
映
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。�

�

二
、
明
恵
、
戒
師
と
し
て
の
活
動�

�

①
説
戒
へ
の
発
展�

明
恵
は
戒
に
対
す
る
志
が
深
く
な
っ
た
時
期
か
ら
戒
律
、
滅
罪
懺
悔
に
関

す
る
夢
を
頻
繁
に
見
る
よ
う
に
な
る
。
明
恵
自
ら
が
戒
律
を
守
る
だ
け
で
は

な
く
、
他
人
へ
授
戒
を
す
る
よ
う
な
夢
も
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
実
際

に
こ
の
時
期
か
ら
の
明
恵
は
戒
を
授
け
る
立
場
で
あ
る
戒
師
と
し
て
の
活
動

を
本
格
化
し
た
の
で
あ
る
。�

明
恵
の
授
戒
へ
の
関
心
自
体
は
、
建
保
三
年
（
一
二
一
五
）
頃
か
ら
は
じ

ま
る
。
授
戒
に
関
す
る
初
見
は
、
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
十
二
月
二
十
日

に
著
さ
れ
た
『
自
誓
八
斎
戒
略
作
法
』
で
あ
る
。
「
貞
応
二
年
極
月
廿
一
日
、

丑
時
依
修
明
門
院
之
令
旨
草
進
畢�

二
一�

」
と
あ
る
よ
う
に
、
明
恵
は
こ
れ
を

（�）�

�

の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
う
ち
特
に
制
教
の
面
の
戒
律
に
つ
い
て
論
じ

て
い
る
。
ま
た
、
近
代
の
専
修
者
た
ち
は
種
類
の
別
戒
を
作
っ
て
い
た
が
、

こ
れ
は
善
導
の
罪
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
続
け
て
、
戒
律
を
捨
て
る
こ
と

を
否
定
し
、
持
戒
を
重
視
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
ま
た
、
新
た
な
宗
を
立
て

る
に
戒
律
は
必
要
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
明
恵
は
開

宗
の
条
件
と
し
て
戒
律
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。�

明
恵
は
建
保
四
年
（
一
二
一
六
）
、
法
蔵
『
梵
網
経
』
の
注
釈
で
あ
る

『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏
』
を
講
義
し
た
。
そ
し
て
承
久
二
年
（
一
二
二
〇
）

に
『
梵
網
経
』
や
『
瑜
伽
師
地
論
』
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
菩
薩
戒
の
「
十
重

禁
戒
」
と
「
四
十
八
軽
戒
」
の
う
ち
四
～
五
戒
に
つ
い
て
講
じ
て
い
る
こ
の

時
期
は
戒
律
や
滅
罪
懺
悔
の
霊
夢
が
多
く
現
れ
た
と
い
う
。
明
恵
が
約
四
十

年
間
を
か
け
て
自
ら
見
た
夢
を
書
き
残
し
た
『
夢
記
』
の
承
久
二
年
八
月
七

日
の
記
事
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。�

一
、
同
じ
き
八
月
七
日
の
朝
、
禅
よ
り
起
き
て
臥
息
し
た
る
夢
に

云
は
く
、
一
人
の
聖
人
有
り
。
是
れ
迦
葉
尊
者
な
り
と
思
ふ
。
予
、

一
聚
の
瓔
珞
を
持
ち
て
其
の
上
に
覆
ひ
奉
つ
る
。
迦
葉
、
其
の
後

に
此
れ
を
過
ぎ
て
還
り
給
ふ
と
云
々
。
是
れ
具
戒
を
祈
請
す
る
間

の
夢
な
り
、
と
云
々
。�

こ
の
夢
は
承
久
二
年
八
月
七
日
に
見
た
も
の
で
あ
る
。
最
初
の
夢
は
戒
律

を
授
か
る
こ
と
を
請
い
願
っ
て
い
た
時
に
見
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
同

じ
日
に
滅
罪
・
戒
体
発
得
の
祈
願
に
応
え
る
よ
う
な
夢
が
続
く
。�

一
、
同
初
夜
の
座
禅
の
時
、
滅
罪
の
事
を
祈
願
し
、
戒
躰
を
得
た

り
。
若
し
好
相
現
ぜ
ば
、
諸
人
に
戒
を
授
け
む
と
祈
願
す
。
（
中

略
）
又
、
音
の
告
げ
有
る
を
待
つ
に
、
即
ち
声
有
り
て
云
は
く
、

諸
仏
、
悉
く
中
に
入
る
。
汝
今
、
清
浄
を
得
た
り
。
其
の
後
、
変

じ
て
大
き
な
る
身
と
成
り
、
一
間
許
り
の
上
に
七
宝
の
瓔
珞
有
り

て
荘
厳
す
」
と
云
々
。
即
ち
観
よ
り
出
で
了
ん
ぬ
。
又
、
其
の
前

に
真
智
恵
門
よ
り
出
で
て
、
五
十
二
位
を
遍
歴
す
。�

�

祈
願
の
応
え
と
し
て
清
浄
を
得
た
と
の
仏
の
声
が
あ
っ
た
と
解
釈
で
き
よ

う
が
、
明
恵
自
身
の
夢
解
き
は
記
し
て
い
な
い
。
こ
の
後
、
十
信
で
獲
得
す

る
文
殊
の
知
恵
で
あ
る
信
智
恵
門
か
ら
出
て
菩
薩
修
行
の
階
梯
で
あ
る
五
十

二
位
を
遍
歴
し
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
夢
を
通
し
て
明
恵
が
戒
を
い
か
に
重

く
感
じ
と
っ
て
い
た
か
が
窺
え
る
。
一
方
、
先
述
し
た
よ
う
に
承
久
年
間
は

戒
律
に
関
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
と
共
に
、
明
恵
が
『
華

厳
経
』
の
中
に
光
明
が
無
尽
の
世
界
を
照
ら
し
、
利
他
を
説
く
「
光
明
覚
品
」

に
よ
る
仏
光
三
昧
観
を
実
践
し
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
明
恵

が
三
昧
観
に
よ
っ
て
感
得
し
た
好
相
を
紹
介
し
、
そ
の
意
義
や
由
来
、
観
法

の
相
承
を
記
し
た
『
華
厳
仏
光
三
昧
観
冥
感
伝
』
に
お
い
て
も
こ
れ
も
同
じ

夢
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
八
月
七
日
の
初
夜
の
夢
に
つ
い
て
前
川
健
一
は
、

「
こ
の
夢
等
は
そ
も
そ
も
懺
悔
や
戒
体
と
の
関
連
で
感
得
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
、
仏
光
観
と
戒
律
が
明
恵
の
中
で
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る�

一
八�

」
と
指
摘
し
た
。�

こ
の
よ
う
な
戒
律
へ
の
関
心
は
承
久
三
年
も
続
く
。�

一
、
同
じ
月
の
十
一
日
の
夜
の
坐
禅
の
後
に
眠
る
。
夢
に
云
は
く
、

416

金陀美

（23）

430

金陀美

（7）



（�）�

�

か
が
窺
え
る
。
説
戒
は
寺
中
の
根
本
勤
行
と
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

説
戒
の
座
に
列
な
る
こ
と
を
も
っ
て
「
交
衆
の
人
」
と
定
め
る
。
さ
ら
に
出

京
し
て
、
説
戒
に
参
加
で
き
な
い
場
合
は
、
必
ず
事
前
に
連
絡
す
べ
き
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
度
以
上
欠
席
す
る
場
合
は
、
戒
の
七
八
行
文
の

別
書
を
書
い
て
泊
ま
っ
て
い
る
部
屋
の
壁
に
貼
り
付
け
さ
せ
る
ほ
ど
戒
を
守

る
こ
と
を
重
視
し
た
。�

�

②
明
恵
が
授
戒
し
た
人
々�

�

明
恵
は
戒
へ
の
関
心
か
ら
戒
を
伝
え
る
た
め
、
『
梵
網
菩
薩
戒
本
』
を
列

座
し
て
い
た
僧
衆
に
十
重
戒
、
四
十
八
軽
戒
を
誦
し
た
。
そ
し
て
こ
の
際
に

は
僧
侶
だ
け
で
は
な
く
、
仏
教
信
者
も
多
く
集
ま
っ
た
と
い
う
。
多
く
の

人
々
が
明
恵
の
戒
の
講
義
を
聴
く
た
め
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
説
戒
会
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
明
恵
は
説
戒
の
講
義
だ
け
で
は
な
く
、
授

戒
師
と
し
て
活
動
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
特
に
明
恵
が
授
戒
し
た
こ
と
に

つ
い
て
は
藤
原
定
家
の
『
明
月
記
』�

二
四�

か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
授
戒
に
つ
い
て
の
初
見
の
記
事
は
嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
七
月
二
十

七
日
の
も
の
で
、
「
今
朝
相
門
被
渡
北
山
亭
、

女

房

輿

、

主

人
車

、

侍

各

二

人
云

々

、

無

人
尤

宜

歟

」
と
い
う
よ

う
に
北
山
の
西
園
寺
家
の
別
邸
に
明
恵
が
赴
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
次
の
日
の
二
十
八
日
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。�

依
病
者
懇
切
請
明
恵
房
、
出
家
無
為
遂
了
、
其
後
始
懺
法
、
其
志

偏
営
臨
終
作
法
、
西
無
屋
望
見
山
葉
、
可
凝
観
念
由
相
示
者
、�

赤
痢
の
病
に
か
か
っ
た
九
条
道
家
夫
人
の
母
の
公
経
夫
人
が
、
臨
終
出
家

の
戒
師
と
し
て
明
恵
房
を
請
じ
、
出
家
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
明
恵
が
夫

人
を
出
家
さ
せ
た
後
、
懺
法
を
始
め
、
臨
終
作
法
と
し
て
、
西
に
屋
根
も
な

く
、
遙
か
に
山
の
端
を
望
む
と
い
う
観
念
を
こ
ら
す
よ
う
に
と
指
示
し
た
と

す
る
。
ま
た
、
前
権
中
納
言
藤
原
経
光
（
一
二
一
二
～
一
二
七
四
）
の
日
記

で
あ
る
『
民
経
記
』
に
も
授
戒
す
る
明
恵
の
様
子
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
貞
応
二
年
に
八
斎
戒
の
作
法
の
著
書
を
進
上
し
た
修
明
門
院
に
も
嘉

禄
三
年
の
九
月
に
授
戒
の
戒
師
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。�

天
陰
、
雨
木
下
、
今
日
女
院
聊
滅
御
之
由
、
伝
聞
、
今
日
参
入
、

人
々
前
右
大
臣
公
経
公
・
二
条
中
納
言
定
高
以
下
済
々
焉
、
明
恵

房
上
人
自
女
院
被
召
、
有
御
戒
云
々
、
（
『
民
経
記
』
安
貞
元
年

九
月
十
九
日
の
条
）�

�

明
恵
は
後
鳥
羽
院
よ
り
栂
尾
の
神
護
寺
別
所
の
地
を
下
賜
さ
れ
、
そ
こ
に

高
山
寺
を
建
立
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
後
鳥
羽
院
か
ら
の

篤
い
信
頼
を
受
け
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
後
鳥
羽

院
妃
で
あ
る
修
明
門
院
は
明
恵
か
ら
授
戒
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
恵
か

ら
戒
を
受
け
た
次
の
日
の
修
明
門
院
の
様
子
が
『
明
月
記
』
に
書
か
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
依
修
明
門
院
又
御
増
由
、
参
被
御
所
、
先
日
御
滅
御

沐
浴
、

其

成

申

、
其
後
御
増
、
其
成
奉
灸
、
療
治
不
可
然
、
非
可
惜
身
由
被
仰

云
々
、
今
夜
宿
京
、
明
旦
欲
帰
北
山
云
々
、
」
と
、
体
が
弱
く
な
っ
て
治
療

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
よ
う
に
弱
っ
た

と
き
に
わ
ざ
わ
ざ
戒
を
授
か
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
前
川
健
一
は
「
臨
終

直
前
の
授
戒
や
病
気
平
癒
の
た
め
の
授
戒
で
あ
り
、
治
療
の
効
果
を
期
待
す

（�）�

�

修
明
門
院
（
後
鳥
羽
院
妃
）
に
進
上
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
弟
子
喜
海
が
記

し
た
『
仮
名
行
状
』
に
お
い
て
は
貞
応
二
年
、
「
仮
字
ヲ
モ
テ
八
斎
戒
ノ
式

一
巻
ヲ
撰
シ
テ
、
或
貴
門
ヘ
進
上
セ
ラ
ル�

二
二�

」
と
い
う
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
貴
門
」
の
一
人
が
富
小
路
盛
兼
（
一
一
九
一
～
一
二

四
五
）
で
、
明
恵
か
ら
八
斎
戒
を
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
八
月
十
四
日
に

授
け
ら
れ
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
明
恵
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。�同

八
月
九
日
、
大
宮
宰
相
中
将
盛
兼

、
八
斎
戒
受
け
む
と
て
、
閑
居

の
所
に
来
臨
あ
り
。
次
の
日
十
日

の
朝
、
日
の
出
の
時
、
本
法
の
ご

と
く
持
仏
堂
に
行
導
し
て
、
斎
戒
授
け
た
て
ま
つ
る
。
朝
の
粥
、

日
中
の
斎
同
じ
く
呪
願
の
文
授
け
て
、
愚
僧
が
持
斎
の
坐
に
向
ひ

ゐ
て
、
一
々
伝
へ
受
け
て
、
愚
僧
所
撰
の
自
誓
戒
体
読
み
つ
け
て
、

毎
月
に
自
誓
の
作
法
に
て
保
つ
べ
き
よ
し
契
り
て
、
十
日
申
の
時

ば
か
り
出
で
ら
れ
ぬ�

二
三�

。�

�

こ
の
富
小
路
盛
兼
は
明
恵
に
帰
依
し
て
高
山
寺
型
と
呼
ば
れ
る
古
式
の
塔

で
あ
る
宝
篋
印
塔
を
寄
進
し
た
人
物
で
あ
る
。
盛
兼
に
八
斎
戒
を
授
け
た
上

で
、
戒
を
守
り
続
け
る
た
め
の
契
り
を
結
ん
だ
。
そ
れ
は
本
人
自
ら
戒
を
受

け
た
こ
と
を
誓
っ
た
本
を
読
み
続
け
る
こ
と
や
毎
月
戒
の
作
法
を
保
つ
こ
と

で
あ
っ
た
。�

�

一
方
で
、
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
か
ら
毎
月
二
度
（
十
五
日
、
晦
日
）
、

恒
例
の
行
事
と
し
て
説
戒
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
『
仮
名
行
状
』
に
は

以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。�

一
、
嘉
禄
元
年

乙酉

六
月
十
五
日
ヨ
リ
栂
尾
ノ
本
堂
ニ
シ
テ
梵
網
菩
薩

戒
本
、
両
度
ノ
説
戒
コ
レ
ヲ
始
メ
行
ハ
ル
、
其
戒
儀
ハ

如

別

記

毎
度
ニ

十
重
ノ
文
具
足
シ
テ
コ
レ
ヲ
談
ズ
、
四
十
八
軽
ノ
文
ハ
、
一
二
戒

或
ハ
三
四
戒
、
宜
ニ
随
テ
其
数
不
定
ナ
リ
、
諸
僧
同
ク
列
座
シ
テ

共
ニ
戒
文
ヲ
談
ズ
、�

�

こ
れ
に
よ
る
と
梵
網
菩
薩
戒
本
に
よ
り
、
三
帰
依
、
三
聚
浄
戒
、
十
重
禁

戒
の
全
部
の
文
を
講
じ
、
ま
た
四
十
八
軽
戒
の
う
ち
の
一
、
二
戒
か
三
、
四

戒
を
講
義
し
、
最
後
に
全
員
が
十
重
の
文
を
列
座
の
僧
が
唱
え
た
と
い
う
。

明
恵
は
栂
尾
説
戒
を
寛
喜
三
年
九
月
晦
日
ま
で
行
っ
た
と
『
行
状
』
は
述
べ

て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
説
戒
会
に
高
山
寺
の
住
僧
は
全
員
出
席
す
る
の
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
『
高
山
寺
文
書
』
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。�

其
内
毎
月
二
度
説
戒
、
以
此
事
可
為
寺
中
根
本
之
勤
行
、
（
中
略
）

仍
毎
月
二
度
聴
誦
戒
経
、
各
々
可
被
護
麁
顕
過
、
専
以
列
此
説
戒

座
、
可
定
交
衆
人
、
其
中
有
出
京
等
要
事
之
人
、
兼
日
於
寺
主
説

戒
者
并
老
僧
等
数
輩
中
、
出
其
要
事
法
体
可
令
知
之
、
若
数
日
有

住
京
之
要
事
者
、
或
同
法
或
侍
者
下
僧
等
相
具
一
身
、
不
可
自
由
、

若
無
同
法
者
、
以
下
僧
為
同
法
可
同
宿
一
所
、
不
堪
此
行
儀
之
人
、

不
可
列
座
、

従

毎
月

二

度
至

不

可
列

座
、

七

八
行

文
別

書

出
之

、
押

付
諸

房

之
壁

面
、

不

可
有

忘
却

矣

、
又
設
雖
不
列
設
戒
座
、
一

山
之
内
有
過
法
大
過
之
人
、
随
見
聞
可
対
治
之
、�

�

こ
れ
は
明
恵
が
自
分
の
死
後
の
際
、
高
山
寺
運
営
に
つ
い
て
の
「
置
文
」

と
し
て
寛
喜
四
年
（
一
二
三
二
）
正
月
十
一
日
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
、
明
恵
が
高
山
寺
に
お
い
て
説
戒
を
い
か
に
大
事
に
し
て
い
た

415

明恵の戒律観
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429

明恵の戒律観

（8）



（�）�

�

か
が
窺
え
る
。
説
戒
は
寺
中
の
根
本
勤
行
と
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

説
戒
の
座
に
列
な
る
こ
と
を
も
っ
て
「
交
衆
の
人
」
と
定
め
る
。
さ
ら
に
出

京
し
て
、
説
戒
に
参
加
で
き
な
い
場
合
は
、
必
ず
事
前
に
連
絡
す
べ
き
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
度
以
上
欠
席
す
る
場
合
は
、
戒
の
七
八
行
文
の

別
書
を
書
い
て
泊
ま
っ
て
い
る
部
屋
の
壁
に
貼
り
付
け
さ
せ
る
ほ
ど
戒
を
守

る
こ
と
を
重
視
し
た
。�

�

②
明
恵
が
授
戒
し
た
人
々�

�

明
恵
は
戒
へ
の
関
心
か
ら
戒
を
伝
え
る
た
め
、
『
梵
網
菩
薩
戒
本
』
を
列

座
し
て
い
た
僧
衆
に
十
重
戒
、
四
十
八
軽
戒
を
誦
し
た
。
そ
し
て
こ
の
際
に

は
僧
侶
だ
け
で
は
な
く
、
仏
教
信
者
も
多
く
集
ま
っ
た
と
い
う
。
多
く
の

人
々
が
明
恵
の
戒
の
講
義
を
聴
く
た
め
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
説
戒
会
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
明
恵
は
説
戒
の
講
義
だ
け
で
は
な
く
、
授

戒
師
と
し
て
活
動
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
特
に
明
恵
が
授
戒
し
た
こ
と
に

つ
い
て
は
藤
原
定
家
の
『
明
月
記
』�

二
四�

か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
授
戒
に
つ
い
て
の
初
見
の
記
事
は
嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
七
月
二
十

七
日
の
も
の
で
、
「
今
朝
相
門
被
渡
北
山
亭
、

女

房

輿

、

主

人
車

、

侍

各

二

人
云

々

、

無

人
尤

宜

歟

」
と
い
う
よ

う
に
北
山
の
西
園
寺
家
の
別
邸
に
明
恵
が
赴
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
次
の
日
の
二
十
八
日
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。�

依
病
者
懇
切
請
明
恵
房
、
出
家
無
為
遂
了
、
其
後
始
懺
法
、
其
志

偏
営
臨
終
作
法
、
西
無
屋
望
見
山
葉
、
可
凝
観
念
由
相
示
者
、�

赤
痢
の
病
に
か
か
っ
た
九
条
道
家
夫
人
の
母
の
公
経
夫
人
が
、
臨
終
出
家

の
戒
師
と
し
て
明
恵
房
を
請
じ
、
出
家
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
明
恵
が
夫

人
を
出
家
さ
せ
た
後
、
懺
法
を
始
め
、
臨
終
作
法
と
し
て
、
西
に
屋
根
も
な

く
、
遙
か
に
山
の
端
を
望
む
と
い
う
観
念
を
こ
ら
す
よ
う
に
と
指
示
し
た
と

す
る
。
ま
た
、
前
権
中
納
言
藤
原
経
光
（
一
二
一
二
～
一
二
七
四
）
の
日
記

で
あ
る
『
民
経
記
』
に
も
授
戒
す
る
明
恵
の
様
子
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
貞
応
二
年
に
八
斎
戒
の
作
法
の
著
書
を
進
上
し
た
修
明
門
院
に
も
嘉

禄
三
年
の
九
月
に
授
戒
の
戒
師
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。�

天
陰
、
雨
木
下
、
今
日
女
院
聊
滅
御
之
由
、
伝
聞
、
今
日
参
入
、

人
々
前
右
大
臣
公
経
公
・
二
条
中
納
言
定
高
以
下
済
々
焉
、
明
恵

房
上
人
自
女
院
被
召
、
有
御
戒
云
々
、
（
『
民
経
記
』
安
貞
元
年

九
月
十
九
日
の
条
）�

�

明
恵
は
後
鳥
羽
院
よ
り
栂
尾
の
神
護
寺
別
所
の
地
を
下
賜
さ
れ
、
そ
こ
に

高
山
寺
を
建
立
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
後
鳥
羽
院
か
ら
の

篤
い
信
頼
を
受
け
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
後
鳥
羽

院
妃
で
あ
る
修
明
門
院
は
明
恵
か
ら
授
戒
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
恵
か

ら
戒
を
受
け
た
次
の
日
の
修
明
門
院
の
様
子
が
『
明
月
記
』
に
書
か
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
依
修
明
門
院
又
御
増
由
、
参
被
御
所
、
先
日
御
滅
御

沐
浴
、

其

成

申

、
其
後
御
増
、
其
成
奉
灸
、
療
治
不
可
然
、
非
可
惜
身
由
被
仰

云
々
、
今
夜
宿
京
、
明
旦
欲
帰
北
山
云
々
、
」
と
、
体
が
弱
く
な
っ
て
治
療

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
よ
う
に
弱
っ
た

と
き
に
わ
ざ
わ
ざ
戒
を
授
か
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
前
川
健
一
は
「
臨
終

直
前
の
授
戒
や
病
気
平
癒
の
た
め
の
授
戒
で
あ
り
、
治
療
の
効
果
を
期
待
す

（�）�

�

修
明
門
院
（
後
鳥
羽
院
妃
）
に
進
上
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
弟
子
喜
海
が
記

し
た
『
仮
名
行
状
』
に
お
い
て
は
貞
応
二
年
、
「
仮
字
ヲ
モ
テ
八
斎
戒
ノ
式

一
巻
ヲ
撰
シ
テ
、
或
貴
門
ヘ
進
上
セ
ラ
ル�

二
二�

」
と
い
う
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
貴
門
」
の
一
人
が
富
小
路
盛
兼
（
一
一
九
一
～
一
二

四
五
）
で
、
明
恵
か
ら
八
斎
戒
を
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
八
月
十
四
日
に

授
け
ら
れ
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
明
恵
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。�同

八
月
九
日
、
大
宮
宰
相
中
将
盛
兼

、
八
斎
戒
受
け
む
と
て
、
閑
居

の
所
に
来
臨
あ
り
。
次
の
日
十
日

の
朝
、
日
の
出
の
時
、
本
法
の
ご

と
く
持
仏
堂
に
行
導
し
て
、
斎
戒
授
け
た
て
ま
つ
る
。
朝
の
粥
、

日
中
の
斎
同
じ
く
呪
願
の
文
授
け
て
、
愚
僧
が
持
斎
の
坐
に
向
ひ

ゐ
て
、
一
々
伝
へ
受
け
て
、
愚
僧
所
撰
の
自
誓
戒
体
読
み
つ
け
て
、

毎
月
に
自
誓
の
作
法
に
て
保
つ
べ
き
よ
し
契
り
て
、
十
日
申
の
時

ば
か
り
出
で
ら
れ
ぬ�

二
三�

。�

�

こ
の
富
小
路
盛
兼
は
明
恵
に
帰
依
し
て
高
山
寺
型
と
呼
ば
れ
る
古
式
の
塔

で
あ
る
宝
篋
印
塔
を
寄
進
し
た
人
物
で
あ
る
。
盛
兼
に
八
斎
戒
を
授
け
た
上

で
、
戒
を
守
り
続
け
る
た
め
の
契
り
を
結
ん
だ
。
そ
れ
は
本
人
自
ら
戒
を
受

け
た
こ
と
を
誓
っ
た
本
を
読
み
続
け
る
こ
と
や
毎
月
戒
の
作
法
を
保
つ
こ
と

で
あ
っ
た
。�

�

一
方
で
、
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
か
ら
毎
月
二
度
（
十
五
日
、
晦
日
）
、

恒
例
の
行
事
と
し
て
説
戒
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
『
仮
名
行
状
』
に
は

以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。�

一
、
嘉
禄
元
年

乙酉

六
月
十
五
日
ヨ
リ
栂
尾
ノ
本
堂
ニ
シ
テ
梵
網
菩
薩

戒
本
、
両
度
ノ
説
戒
コ
レ
ヲ
始
メ
行
ハ
ル
、
其
戒
儀
ハ

如

別

記

毎
度
ニ

十
重
ノ
文
具
足
シ
テ
コ
レ
ヲ
談
ズ
、
四
十
八
軽
ノ
文
ハ
、
一
二
戒

或
ハ
三
四
戒
、
宜
ニ
随
テ
其
数
不
定
ナ
リ
、
諸
僧
同
ク
列
座
シ
テ

共
ニ
戒
文
ヲ
談
ズ
、�

�

こ
れ
に
よ
る
と
梵
網
菩
薩
戒
本
に
よ
り
、
三
帰
依
、
三
聚
浄
戒
、
十
重
禁

戒
の
全
部
の
文
を
講
じ
、
ま
た
四
十
八
軽
戒
の
う
ち
の
一
、
二
戒
か
三
、
四

戒
を
講
義
し
、
最
後
に
全
員
が
十
重
の
文
を
列
座
の
僧
が
唱
え
た
と
い
う
。

明
恵
は
栂
尾
説
戒
を
寛
喜
三
年
九
月
晦
日
ま
で
行
っ
た
と
『
行
状
』
は
述
べ

て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
説
戒
会
に
高
山
寺
の
住
僧
は
全
員
出
席
す
る
の
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
『
高
山
寺
文
書
』
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。�

其
内
毎
月
二
度
説
戒
、
以
此
事
可
為
寺
中
根
本
之
勤
行
、
（
中
略
）

仍
毎
月
二
度
聴
誦
戒
経
、
各
々
可
被
護
麁
顕
過
、
専
以
列
此
説
戒

座
、
可
定
交
衆
人
、
其
中
有
出
京
等
要
事
之
人
、
兼
日
於
寺
主
説

戒
者
并
老
僧
等
数
輩
中
、
出
其
要
事
法
体
可
令
知
之
、
若
数
日
有

住
京
之
要
事
者
、
或
同
法
或
侍
者
下
僧
等
相
具
一
身
、
不
可
自
由
、

若
無
同
法
者
、
以
下
僧
為
同
法
可
同
宿
一
所
、
不
堪
此
行
儀
之
人
、

不
可
列
座
、

従

毎
月

二

度
至

不

可
列

座
、

七

八
行

文
別

書

出
之

、
押

付
諸

房

之
壁

面
、

不

可
有

忘
却

矣

、
又
設
雖
不
列
設
戒
座
、
一

山
之
内
有
過
法
大
過
之
人
、
随
見
聞
可
対
治
之
、�

�

こ
れ
は
明
恵
が
自
分
の
死
後
の
際
、
高
山
寺
運
営
に
つ
い
て
の
「
置
文
」

と
し
て
寛
喜
四
年
（
一
二
三
二
）
正
月
十
一
日
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
、
明
恵
が
高
山
寺
に
お
い
て
説
戒
を
い
か
に
大
事
に
し
て
い
た

414

金陀美

（25）

428

金陀美

（9）



（��）�

�

願
成
就
之
由
を
祈
請
す
」
と
あ
る
。
明
恵
は
九
条
道
家
（
一
一
九
三
～
一
二

五
二
）
の
居
所�

二
六�

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
か
ら
九
条
家
と
深
い

交
流
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
で
九
条
道
家
も
明
恵
か

ら
授
戒
を
受
け
て
い
た
と
い
う
話
が
あ
る
。�

�

十
四
歳
以
来
廿
七
年
之
間
、
常
に
浄
戒
を
受
け
頻
り
に
法
文
を
談�

ず�

二
七�

。�

�

明
恵
の
四
十
九
日
に
道
家
が
捧
げ
た
諷
誦
文
で
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
道
家

は
十
四
歳
か
ら
二
十
七
年
間
、
明
恵
か
ら
戒
の
教
え
を
受
け
た
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
道
家
の
兄
弟
で
あ
る
教
家
の
出
家
に
お
い
て
も
明
恵
が
戒
と
な
っ

た
。
『
明
月
記
』
の
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
九
月
三
日�

二
八�

条
に
そ
の
詳

細
が
記
さ
れ
て
い
る
。�

只
今
有
彼
御
消
息
、
已
遂
年
来
本
意
之
由
也
。
猶
今
年
許
被
延
乎

之
由
、
只
今
答
了
。
又
以
大
蔵
聊
卿
示
子
細
之
間
也
。
小
時
大
蔵

卿
参
入
、
此
間
彼
重
御
返
事
又
到
来
、
已
被
載
法
名
了
（
観
空
）
。

於
今
者
勿
論
歟
、
大
蔵
卿
猶
欲
参
。
車
不
通
坂
七
八
町
之
由
、
聞

之
騎
馬
依
絶
思
、
今
日
不
能
参
、
宮
内
卿
参
会
、
暫
相
逢
、
申
時

許
退
出
。�

御
産
御
祈
事
、
雖
聊
事
、
可
勤
仕
由
、
昨
日
申
入
。
於
八
幡
大
般

若
御
読
経
事
、
可
到
沙
汰
由
被
仰
（
基
邦
朝
臣
奉
行
）
、
入
夜
送

注
文
、
可
沙
汰
由
、
仰
忠
弘
了
。
光
家
来
云
、
此
事
日
来
更
不
承

及
、
昨
日
只
可
御
共
由
被
仰
、
俄
乗
御
車
後
了
。
夜
前
明
恵
房
被

参
、
但
夜
深
退
下
宿
所
、
今
朝
早
旦
被
遂
了
。�

�

こ
の
時
期
は
教
家
に
は
不
審
な
動
き
が
あ
っ
た
た
め
、
定
家
と
教
家
に
仕

え
て
い
る
息
子
の
光
家
が
手
紙
を
受
け
取
り
、
道
家
の
政
治
的
圧
迫
の
こ
と

で
教
家
が
出
家
の
志
を
表
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
教
家
に
仕
え
て
い
た

光
家
も
共
に
出
家
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
の
戒
師
が
明
恵

房
で
あ
り
、
今
朝
早
く
出
家
を
遂
げ
た
と
こ
の
記
事
に
は
書
か
れ
て
い
る
。�

�

明
恵
と
九
条
家
と
の
か
か
わ
り
は
戒
師
と
し
て
の
活
動
以
外
に
も
、
道
家

の
祖
父
で
あ
る
兼
実
の
依
頼
で
宝
楼
閣
供
を
行
い
、
仏
眼
法
を
修
す
る
な
ど

の
兼
実
の
晩
年
に
お
い
て
の
祈
禱
行
事
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
明
恵
は
説
戒
師
と
し
て
ま
た
は
、
戒
師
の
名
と
し
て
高
い

評
価
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。�

�

三
、
明
恵
の
戒
律
の
伝
授�

�

明
恵
に
お
け
る
説
戒
会
は
、
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
四
）
六
月
十
五
日
よ
り

始
め
ら
れ
た
。
明
恵
の
最
後
の
説
戒
は
『
行
状
』
に
よ
る
と
、
寛
喜
三
年

（
一
二
三
一
）
九
月
晦
日
で
あ
る
が
、
説
戒
会
は
明
恵
の
没
後
に
も
途
切
れ

る
こ
と
な
く
、
恒
例
の
行
事
と
し
て
毎
月
十
五
日
と
晦
日
に
行
わ
れ
て
い
た

と
い
う
。
明
恵
の
説
戒
の
活
動
を
窺
え
る
史
料
と
し
て
弟
子
の
寂
恵
房
長
円

が
記
録
し
た
『
栂
尾
説
戒
日
記
』
が
あ
る
。
こ
の
『
説
戒
日
記
』
は
寛
喜
二

年
八
月
十
五
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
行
わ
れ
た
八
回
の
説
戒
会
の
記
録

で
あ
る
。
説
戒
会
の
儀
式
順
が
『
説
戒
日
記
』
の
巻
頭
に
お
い
て
確
認
で
き

る
。�

自
寛
喜
二
年
二
月
中
旬
、
依
御
不
例
、
無
説
戒
事
、
自
二
月
晦
日
、

（��）�

�

る
と
い
う
点
で
は
、
実
は
修
法
と
か
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
」
と
指
摘
し
た
。

た
と
え
ば
次
の
藤
原
孝
道
の
受
戒
か
ら
そ
の
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。�

安
貞
二
年
九
月
二
日
よ
り
、
世
間
人
〳
〵
し
あ
ひ
た
る
や
ま
う
を

大
事
に
し
て
、
同
五
日
よ
り
、
持
病
の
あ
え
ぎ
お
こ
り
あ
ふ
。
同

六
日
よ
り
、
は
ら
の
う
ち
い
た
く
、
同
八
日
よ
り
、
む
ね
へ
あ
が

り
て
の
ち
、
い
き
た
ゆ
る
に
を
よ
び
て
、
十
一
日
、
と
が
の
を
の

ひ
じ
り
の
御
房
へ
申
て
お
は
し
ま
し
て
、
か
い
を
う
け
ま
い
ら
す
。

�

二
五��

�

修
明
門
院
の
よ
う
に
病
気
を
患
っ
て
い
た
孝
道
も
病
気
平
癒
の
た
め
に
明

恵
か
ら
授
戒
を
受
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
石
田
瑞
麿
は
「
こ
の
よ
う
な
臨

終
受
戒
や
病
気
平
癒
の
た
め
の
受
戒
は
平
安
時
代
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
明
恵
の
授
戒
に
お
い
て
も
病
気
平
癒
の
た
め
に
行
わ

れ
た
も
の
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
病
気
平
癒
を
す
る
た
め
に
授
戒
を
受

け
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
明
恵
自
身
が
説
い
た
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
が
、

『
仮
名
行
状
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。�

或
年
来
ノ
重
病
、
説
戒
ノ
間
ニ
忽
ニ
其
気
ヲ
失
フ
人
ア
リ
。
或
ハ

却
瘧
病
煩
フ
人
ア
リ
。
戒
授
ル
次
ニ
虎
鬼
ニ
告
テ
云
ク
、
菩
薩
戒

器
ヲ
出
ス
ニ
乃
至
鬼
神
金
剛
神
等
、
但
解
法
師
語
尽
受
得
戒
等
ト

云
ヘ
リ
。
若
汝
此
説
戒
ノ
語
ヲ
聞
知
リ
タ
ラ
バ
、
コ
レ
戒
器
ナ
ル

ベ
シ
。
速
ニ
此
ノ
菩
薩
戒
ヲ
受
テ
コ
ノ
煩
ヲ
ナ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
ト
云

テ
、
戒
ヲ
授
シ
カ
バ
、
瘧
病
即
時
除
愈
セ
ル
コ
ト
ア
リ
キ
。
都
テ

渇
仰
聴
聞
ノ
輩
ハ
不
思
議
ノ
霊
異
ニ
ア
ツ
カ
レ
コ
ト
多
ク
、
不
信

凌
蔑
ノ
ヤ
カ
ラ
ハ
、
会
場
ニ
臨
テ
忽
ニ
不
祥
ヲ
マ
ネ
ク
コ
ト
ア
ラ

タ
ナ
リ
。�

�

こ
れ
に
よ
る
と
、
戒
を
受
け
れ
ば
、
即
時
に
病
気
を
治
す
こ
と
が
で
き
、

し
か
も
戒
に
よ
る
奇
瑞
が
多
く
現
れ
る
と
し
て
い
る
。
先
述
し
た
石
田
瑞
麿

の
指
摘
す
る
平
安
時
代
以
来
の
授
戒
の
認
識
が
明
恵
に
も
引
き
継
が
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。�

�

『
明
月
記
』
の
寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
）
の
正
月
二
十
八
日
の
条
に
よ
れ

ば
、
ま
た
、
明
恵
は
前
斎
宮
熙
子
内
親
王
の
出
家
の
戒
師
と
な
っ
た
ら
し
い
。�

廿
八
日
、
辛
卯

、
天
晴
、
伝
聞
、
昨
日
深
草
前
斎
宮

入
道
長
房

卿

養

君

、
出
家
給

云
々
、

戒

師

明

恵

房

、

後

聞

廿

六

云

々

、

年

齒

忘

、

先

年

誕

生

時

記

之

、
今
姫
自
南
京
参
会
其
所
、
同
出
家

云
々
、
穏
便
事
歟
、

四
十

一

、�

�

以
上
の
よ
う
に
明
恵
の
授
戒
は
、
建
保
三
年
に
は
戒
へ
の
関
心
を
持
ち
、

高
山
寺
で
菩
薩
戒
本
な
ど
を
談
じ
た
こ
と
か
ら
発
展
し
て
、
貞
応
二
年
頃
か

ら
は
人
々
へ
戒
を
授
け
る
戒
師
と
し
て
の
活
動
に
変
貌
し
た
。
平
野
多
恵
は

戒
師
と
し
て
の
明
恵
に
つ
い
て
「
明
恵
は
自
ら
の
修
行
に
集
中
し
た
い
と
強

く
願
っ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
帰
依
者
の
熱
心
な
求
め
に
応
じ
ざ
る
得
な
い

状
況
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
は
、

承
久
の
乱
で
多
く
の
人
々
が
犠
牲
に
な
り
、
戦
場
で
夫
や
息
子
を
失
っ
た
貴

族
や
武
士
の
妻
た
ち
の
た
め
に
尼
寺
・
善
妙
寺
を
建
立
し
た
時
期
で
も
あ
る
。

明
恵
の
周
辺
に
は
彼
に
帰
依
し
て
集
ま
っ
た
尼
僧
や
貴
族
も
多
く
い
た
。�

�

明
恵
と
貴
族
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
、
見
逃
せ
な
い
の
は
九
条
家
で
あ

る
。
元
久
二
年
十
二
月
十
四
日
の
『
夢
記
』
に
「
一
条
の
講
堂
に
於
い
て
大

413

明恵の戒律観

（26）

427

明恵の戒律観

（10）



（��）�

�

願
成
就
之
由
を
祈
請
す
」
と
あ
る
。
明
恵
は
九
条
道
家
（
一
一
九
三
～
一
二

五
二
）
の
居
所�

二
六�

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
か
ら
九
条
家
と
深
い

交
流
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
で
九
条
道
家
も
明
恵
か

ら
授
戒
を
受
け
て
い
た
と
い
う
話
が
あ
る
。�

�

十
四
歳
以
来
廿
七
年
之
間
、
常
に
浄
戒
を
受
け
頻
り
に
法
文
を
談�

ず�

二
七�

。�

�

明
恵
の
四
十
九
日
に
道
家
が
捧
げ
た
諷
誦
文
で
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
道
家

は
十
四
歳
か
ら
二
十
七
年
間
、
明
恵
か
ら
戒
の
教
え
を
受
け
た
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
道
家
の
兄
弟
で
あ
る
教
家
の
出
家
に
お
い
て
も
明
恵
が
戒
と
な
っ

た
。
『
明
月
記
』
の
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
九
月
三
日�

二
八�

条
に
そ
の
詳

細
が
記
さ
れ
て
い
る
。�

只
今
有
彼
御
消
息
、
已
遂
年
来
本
意
之
由
也
。
猶
今
年
許
被
延
乎

之
由
、
只
今
答
了
。
又
以
大
蔵
聊
卿
示
子
細
之
間
也
。
小
時
大
蔵

卿
参
入
、
此
間
彼
重
御
返
事
又
到
来
、
已
被
載
法
名
了
（
観
空
）
。

於
今
者
勿
論
歟
、
大
蔵
卿
猶
欲
参
。
車
不
通
坂
七
八
町
之
由
、
聞

之
騎
馬
依
絶
思
、
今
日
不
能
参
、
宮
内
卿
参
会
、
暫
相
逢
、
申
時

許
退
出
。�

御
産
御
祈
事
、
雖
聊
事
、
可
勤
仕
由
、
昨
日
申
入
。
於
八
幡
大
般

若
御
読
経
事
、
可
到
沙
汰
由
被
仰
（
基
邦
朝
臣
奉
行
）
、
入
夜
送

注
文
、
可
沙
汰
由
、
仰
忠
弘
了
。
光
家
来
云
、
此
事
日
来
更
不
承

及
、
昨
日
只
可
御
共
由
被
仰
、
俄
乗
御
車
後
了
。
夜
前
明
恵
房
被

参
、
但
夜
深
退
下
宿
所
、
今
朝
早
旦
被
遂
了
。�

�

こ
の
時
期
は
教
家
に
は
不
審
な
動
き
が
あ
っ
た
た
め
、
定
家
と
教
家
に
仕

え
て
い
る
息
子
の
光
家
が
手
紙
を
受
け
取
り
、
道
家
の
政
治
的
圧
迫
の
こ
と

で
教
家
が
出
家
の
志
を
表
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
教
家
に
仕
え
て
い
た

光
家
も
共
に
出
家
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
の
戒
師
が
明
恵

房
で
あ
り
、
今
朝
早
く
出
家
を
遂
げ
た
と
こ
の
記
事
に
は
書
か
れ
て
い
る
。�

�

明
恵
と
九
条
家
と
の
か
か
わ
り
は
戒
師
と
し
て
の
活
動
以
外
に
も
、
道
家

の
祖
父
で
あ
る
兼
実
の
依
頼
で
宝
楼
閣
供
を
行
い
、
仏
眼
法
を
修
す
る
な
ど

の
兼
実
の
晩
年
に
お
い
て
の
祈
禱
行
事
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
明
恵
は
説
戒
師
と
し
て
ま
た
は
、
戒
師
の
名
と
し
て
高
い

評
価
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。�

�

三
、
明
恵
の
戒
律
の
伝
授�

�

明
恵
に
お
け
る
説
戒
会
は
、
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
四
）
六
月
十
五
日
よ
り

始
め
ら
れ
た
。
明
恵
の
最
後
の
説
戒
は
『
行
状
』
に
よ
る
と
、
寛
喜
三
年

（
一
二
三
一
）
九
月
晦
日
で
あ
る
が
、
説
戒
会
は
明
恵
の
没
後
に
も
途
切
れ

る
こ
と
な
く
、
恒
例
の
行
事
と
し
て
毎
月
十
五
日
と
晦
日
に
行
わ
れ
て
い
た

と
い
う
。
明
恵
の
説
戒
の
活
動
を
窺
え
る
史
料
と
し
て
弟
子
の
寂
恵
房
長
円

が
記
録
し
た
『
栂
尾
説
戒
日
記
』
が
あ
る
。
こ
の
『
説
戒
日
記
』
は
寛
喜
二

年
八
月
十
五
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
行
わ
れ
た
八
回
の
説
戒
会
の
記
録

で
あ
る
。
説
戒
会
の
儀
式
順
が
『
説
戒
日
記
』
の
巻
頭
に
お
い
て
確
認
で
き

る
。�

自
寛
喜
二
年
二
月
中
旬
、
依
御
不
例
、
無
説
戒
事
、
自
二
月
晦
日
、

（��）�

�

る
と
い
う
点
で
は
、
実
は
修
法
と
か
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
」
と
指
摘
し
た
。

た
と
え
ば
次
の
藤
原
孝
道
の
受
戒
か
ら
そ
の
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。�

安
貞
二
年
九
月
二
日
よ
り
、
世
間
人
〳
〵
し
あ
ひ
た
る
や
ま
う
を

大
事
に
し
て
、
同
五
日
よ
り
、
持
病
の
あ
え
ぎ
お
こ
り
あ
ふ
。
同

六
日
よ
り
、
は
ら
の
う
ち
い
た
く
、
同
八
日
よ
り
、
む
ね
へ
あ
が

り
て
の
ち
、
い
き
た
ゆ
る
に
を
よ
び
て
、
十
一
日
、
と
が
の
を
の

ひ
じ
り
の
御
房
へ
申
て
お
は
し
ま
し
て
、
か
い
を
う
け
ま
い
ら
す
。

�

二
五��

�

修
明
門
院
の
よ
う
に
病
気
を
患
っ
て
い
た
孝
道
も
病
気
平
癒
の
た
め
に
明

恵
か
ら
授
戒
を
受
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
石
田
瑞
麿
は
「
こ
の
よ
う
な
臨

終
受
戒
や
病
気
平
癒
の
た
め
の
受
戒
は
平
安
時
代
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
明
恵
の
授
戒
に
お
い
て
も
病
気
平
癒
の
た
め
に
行
わ

れ
た
も
の
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
病
気
平
癒
を
す
る
た
め
に
授
戒
を
受

け
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
明
恵
自
身
が
説
い
た
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
が
、

『
仮
名
行
状
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。�

或
年
来
ノ
重
病
、
説
戒
ノ
間
ニ
忽
ニ
其
気
ヲ
失
フ
人
ア
リ
。
或
ハ

却
瘧
病
煩
フ
人
ア
リ
。
戒
授
ル
次
ニ
虎
鬼
ニ
告
テ
云
ク
、
菩
薩
戒

器
ヲ
出
ス
ニ
乃
至
鬼
神
金
剛
神
等
、
但
解
法
師
語
尽
受
得
戒
等
ト

云
ヘ
リ
。
若
汝
此
説
戒
ノ
語
ヲ
聞
知
リ
タ
ラ
バ
、
コ
レ
戒
器
ナ
ル

ベ
シ
。
速
ニ
此
ノ
菩
薩
戒
ヲ
受
テ
コ
ノ
煩
ヲ
ナ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
ト
云

テ
、
戒
ヲ
授
シ
カ
バ
、
瘧
病
即
時
除
愈
セ
ル
コ
ト
ア
リ
キ
。
都
テ

渇
仰
聴
聞
ノ
輩
ハ
不
思
議
ノ
霊
異
ニ
ア
ツ
カ
レ
コ
ト
多
ク
、
不
信

凌
蔑
ノ
ヤ
カ
ラ
ハ
、
会
場
ニ
臨
テ
忽
ニ
不
祥
ヲ
マ
ネ
ク
コ
ト
ア
ラ

タ
ナ
リ
。�

�

こ
れ
に
よ
る
と
、
戒
を
受
け
れ
ば
、
即
時
に
病
気
を
治
す
こ
と
が
で
き
、

し
か
も
戒
に
よ
る
奇
瑞
が
多
く
現
れ
る
と
し
て
い
る
。
先
述
し
た
石
田
瑞
麿

の
指
摘
す
る
平
安
時
代
以
来
の
授
戒
の
認
識
が
明
恵
に
も
引
き
継
が
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。�

�

『
明
月
記
』
の
寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
）
の
正
月
二
十
八
日
の
条
に
よ
れ

ば
、
ま
た
、
明
恵
は
前
斎
宮
熙
子
内
親
王
の
出
家
の
戒
師
と
な
っ
た
ら
し
い
。�

廿
八
日
、
辛
卯

、
天
晴
、
伝
聞
、
昨
日
深
草
前
斎
宮

入
道
長
房

卿

養

君

、
出
家
給

云
々
、

戒

師

明

恵

房

、

後

聞

廿

六

云

々

、

年

齒

忘

、

先

年

誕

生

時

記

之

、
今
姫
自
南
京
参
会
其
所
、
同
出
家

云
々
、
穏
便
事
歟
、

四
十

一

、�

�

以
上
の
よ
う
に
明
恵
の
授
戒
は
、
建
保
三
年
に
は
戒
へ
の
関
心
を
持
ち
、

高
山
寺
で
菩
薩
戒
本
な
ど
を
談
じ
た
こ
と
か
ら
発
展
し
て
、
貞
応
二
年
頃
か

ら
は
人
々
へ
戒
を
授
け
る
戒
師
と
し
て
の
活
動
に
変
貌
し
た
。
平
野
多
恵
は

戒
師
と
し
て
の
明
恵
に
つ
い
て
「
明
恵
は
自
ら
の
修
行
に
集
中
し
た
い
と
強

く
願
っ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
帰
依
者
の
熱
心
な
求
め
に
応
じ
ざ
る
得
な
い

状
況
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
は
、

承
久
の
乱
で
多
く
の
人
々
が
犠
牲
に
な
り
、
戦
場
で
夫
や
息
子
を
失
っ
た
貴

族
や
武
士
の
妻
た
ち
の
た
め
に
尼
寺
・
善
妙
寺
を
建
立
し
た
時
期
で
も
あ
る
。

明
恵
の
周
辺
に
は
彼
に
帰
依
し
て
集
ま
っ
た
尼
僧
や
貴
族
も
多
く
い
た
。�

�

明
恵
と
貴
族
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
、
見
逃
せ
な
い
の
は
九
条
家
で
あ

る
。
元
久
二
年
十
二
月
十
四
日
の
『
夢
記
』
に
「
一
条
の
講
堂
に
於
い
て
大

412

金陀美

（27）

426

金陀美

（11）



（��）�

�

り
。
別
紙
に
こ
れ
あ
り
。�

�

明
恵
は
寛
喜
四
年
正
月
十
日
か
ら
重
体
と
な
り
、
や
が
て
十
九
日
に
入
滅

し
た
。
明
恵
の
『
置
文
』
は
同
年
正
月
十
一
日
に
定
め
ら
れ
、
寺
主
を
空
達

房
定
真
に
し
て
い
る
。
こ
の
資
料
は
、
寺
主
で
あ
る
定
真
が
授
戒
を
任
ず
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
た
め
の
授
戒
式
を
作
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
式
の
中
で
請
師
に
関
し
て
は
明
恵
の
自
作
に
基
づ
き
、
こ
れ
を
「
別

紙
」
つ
ま
り
、
『
栂
尾
説
戒
日
記
』
に
記
す
と
し
て
い
る
。�

�

結
論�

�

鎌
倉
時
代
は
戒
律
が
衰
え
て
お
り
、
戒
律
の
知
識
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ

を
破
戒
す
る
僧
侶
が
多
く
い
る
中
で
、
明
恵
は
「
一
生
不
犯
」
の
生
涯
を
送

っ
て
い
た
僧
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
明
恵
に
と
っ
て
戒
律
は
重
視
し
て

守
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
支
え
る
学
問
も
励
む
べ
き
も
の
で
あ
っ

た
。
自
ら
の
戒
へ
の
修
行
を
重
ん
じ
て
行
っ
て
い
た
明
恵
で
あ
る
が
、
や
が

て
他
人
へ
の
授
戒
師
と
し
て
活
動
す
る
よ
う
に
も
な
る
の
で
あ
る
。�

明
恵
の
戒
律
に
関
す
る
記
事
が
見
ら
れ
る
の
は
貞
応
二
年
十
二
月
に
修
明

門
院
へ
自
ら
著
し
た
『
自
誓
八
斎
戒
略
作
法
』
を
進
上
し
た
こ
と
か
ら
始
ま

る
。
し
か
し
、
こ
の
著
書
の
存
在
は
伝
え
て
い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
閲

覧
が
で
き
ず
、
そ
の
内
容
は
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。�

明
恵
に
帰
依
し
た
人
々
や
公
家
た
ち
に
向
け
て
の
戒
律
師
と
し
て
の
活
動

は
、
そ
の
様
子
が
公
家
日
記
で
あ
る
『
明
月
記
』
や
『
民
経
記
』
か
ら
確
認

で
き
る
。
一
方
で
、
こ
う
し
た
戒
師
と
し
て
の
活
動
と
と
も
に
、
嘉
禄
元
年

か
ら
は
恒
例
の
行
事
と
し
て
説
戒
会
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
僧
侶
だ
け

で
は
な
く
て
、
多
く
の
人
々
が
集
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
説
戒

は
明
恵
が
自
分
の
死
後
に
も
行
い
続
け
る
よ
う
に
言
い
つ
け
て
い
た
こ
と
を
、

明
恵
自
ら
高
山
寺
運
営
に
関
し
て
書
き
残
し
た
『
置
文
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。�

こ
の
『
置
文
』
の
中
で
は
戒
の
説
法
に
つ
い
て
欠
か
さ
ず
行
う
こ
と
を
願

い
、
弟
子
へ
の
伝
授
を
求
め
て
い
た
こ
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
明

恵
の
活
動
に
つ
い
て
岩
田
親
静
は
「
明
恵
が
戒
師
と
し
て
授
戒
を
行
い
、
毎

月
の
説
戒
会
で
統
制
を
行
う
と
い
う
形
で
、
高
山
寺
教
団
は
運
営
さ
れ
て
い

た�

三
二�

」
と
述
べ
た
。�

明
恵
は
自
ら
の
戒
律
を
重
ん
じ
る
と
い
う
姿
勢
か
ら
他
人
へ
の
授
戒
へ
関

心
を
移
し
、
戒
を
伝
播
す
る
た
め
に
説
戒
会
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え

よ
う
。
本
論
文
は
、
戒
律
と
向
き
合
っ
て
い
る
明
恵
の
様
子
を
弟
子
た
ち
に

よ
る
伝
記
類
や
置
文
、
あ
る
い
は
公
家
の
日
記
を
通
し
て
そ
の
実
態
を
み
る

こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
史
料
群
を
通
し
て
「
一
生
不
犯
」
の
明
恵
像
が
ど
の
よ

う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。�

�

�
�

一�

「
一
生
不
犯
」
説
は
明
恵
伝
の
根
本
史
料
で
あ
る
『
行
状
』
に
は
見
え�

な
い
が
、
『
栂
尾
明
恵
上
人
伝
記
』
に
書
か
れ
て
い
た
。�

「
上
人
語
リ
給
ヒ
シ
ハ
、
幼
少
ヨ
リ
貴
僧
ニ
成
事
ヲ
乞
願
シ
カ
バ
、
一
生
不�

犯
ニ
テ
清
浄
ナ
ラ
ン
事
ヲ
思
キ
、
而
何
ナ
ル
魔
託
ス
ル
ニ
ヤ
有
ケ
ン
、
度
々�

已
ニ
婬
事
ヲ
成
ト
ス
ル
便
有
シ
ニ
不
思
議
ノ
妨
ゲ
有
テ
打
サ
マ
シ
〳
〵
遂
ニ�

志
ヲ
不
遂
一

ト
云
々
、
」�

�

二�

「
或
時
上
人
被
仰
キ
、
昨
日
笠
置
解
脱
上
人
来
臨
シ
テ
法
談
ノ
次
ニ
語�

云
、
去
中
秋
ノ
此
夢
ニ
有
見
事
一

、
暗
夜
ト
ボ
シ
キ
ニ
人
ア
マ
タ
来
ル
ヲ
ト�

（��）�

�

至
七
月
晦
日
、
両
三
度
円
道
房
勤
仕
、
其
後
相
次
禅
浄
房
勤
仕
、

自
同
八
月
十
五
日
、
上
人
御
説
戒
始
、
時
尅
衆
会
等
如
常
、
彼
着

座
衆�

正
達
房
、
義
林
房
、
円
道
房
、
禅
浄
房
、
法
智
房
、
義
淵
房
、
禅

忍
房
、
順
行
房
、
恵
日
房
、
順
正
房
、
十
眼
房
、
尊
順
房
、
了
達

房
、
明
浄
房
、
実
証
房
、
真
教
房
、
戒
月
房
、
長
円�

先
請
師
、
三
帰
、
三
聚
浄
戒
、
十
重
等
如
常
、
軽
戒
之
講
、
只
有

一
戒
、
第
一
軽
慢
師
長
戒
也
。�

説
戒
の
式
次
第
は
請
師
・
三
帰
・
三
聚
浄
戒
・
十
重
戒
・
四
十
八
軽
戒
・

誦
十
重
文
・
出
堂
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
十
重
戒
と
四
十
八
軽
戒
は
明

恵
が
戒
に
関
し
て
最
初
の
講
義
か
ら
用
い
て
、
継
続
的
に
説
い
て
い
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
着
座
衆
の
僧
侶
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時

の
明
恵
の
周
辺
に
い
た
僧
侶
た
ち
を
把
握
で
き
る
。
列
挙
さ
れ
て
い
る
人
物

の
中
で
、
円
道
房
は
、
明
恵
が
病
気
の
た
め
、
一
度
中
止
さ
れ
て
い
た
説
戒

会
を
代
理
人
と
し
て
行
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
円
道
房
に
つ
い
て
、
明
恵
が

著
し
た
高
山
寺
古
文
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
置
文
』
に
は
以
下
の
よ
う
に

あ
る
。�円

道
房
又
有
因
縁
住
寺
、
已
被
経
年
序
、
仍
申
付
説
戒
之
軄
、
寺
内

事
同
以
可
令
知
行
給
、
惣
有
大
事
時
、
説
戒
列
座
衆
和
合
、
諸
事
可

有
有
縁
定
也
。�

�

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
円
道
房
は
因
縁
が
あ
り
、
高
山
寺
に
長
く

い
た
こ
と
か
ら
説
戒
師
の
職
を
与
え
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
円
道
房
は

「
高
山
寺
代
々
記
」
の
尾
崎
坊
三
尊
院
代
々
の
初
に
、
「
信
慶
円
道
房
、

正
嘉
二
□

廿

九

寂

八

二

」
と
見
え
て
い
る
。
明
恵
よ
り
は
四
歳
若
く
、
高
山
寺
に
住
し
て
か

ら
年
月
が
か
な
り
経
っ
て
い
た
よ
う
で
、
明
恵
は
円
道
房
に
説
戒
の
職
を
与

え
た
と
い
う
。
田
中
久
夫
は
「
ど
ん
な
能
徳
の
僧
で
も
、
他
所
よ
り
高
山
寺

に
来
た
後
、
三
ヵ
年
後
で
な
け
れ
ば
、
説
戒
の
仁
に
は
な
れ
な
い�

二
九�

」
と

述
べ
て
い
る
。�

僧
侶
の
列
名
の
最
後
に
房
号
で
は
な
く
、
諱
で
記
さ
れ
て
い
る
長
円
は
こ

の
『
説
戒
日
記
』
の
筆
者
で
あ
る
。
そ
の
房
号
は
寂
恵
房
長
円
で
、
さ
ら
に

そ
の
奥
書
を
み
る
と
、
「
寛
喜
二
年
六
月�

日�
�

仁
弁

仁

弁

上

人

書

留

了

」
と
い
う

名
で
使
わ
れ
る
。
長
円
は
空
達
房
定
真
の
付
法
で
あ
り
、
明
恵
の
言
行
の
聞

書
で
あ
る
『
却
廃
忘
記
』
の
筆
者
で
も
あ
る
。
ま
た
、
明
恵
か
ら
「
却
温
神

咒
経
沙
羅
法
事�

貞
応
三
年
五
月
十
六
日
、
酬
石
蔵
定
法
師
之
請
け
注
記
之
、

金
剛
仏
子
高
弁�

同
年
七
月
十
五
日

午時

、
於
御
草
室
伝
承
此
義
了
、
沙
門
長

円�

三
〇�

」
を
受
け
て
い
た
。
こ
こ
に
「
沙
門
長
円
」
と
い
う
名
前
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
具
足
戒
を
う
け
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

長
円
は
菩
薩
戒
を
仮
名
交
じ
り
の
漢
文
で
『
菩
薩
戒
并
沙
弥
戒
伝
授
記�

三
一�

』

（
以
下
『
戒
伝
授
記
』
）
と
し
て
記
し
た
。
こ
こ
に
は
定
真
が
仁
真
へ
菩
薩

戒
と
沙
弥
戒
を
授
け
た
こ
と
が
書
か
れ
、
こ
れ
ら
を
「
菩
薩
戒
并
に
沙
弥
戒

等
悉
く
及
び
重
ね
て
受
け
こ
れ
を
得
畢
ぬ
」
と
示
し
た
。
続
け
て
以
下
の
よ

う
の
で
あ
る
。�

寛
喜
四
年
正
月
十
五
日
細
く
受
け
、
こ
れ
を
授
け
る
こ
と
孤
に
任

す
。
意
を
畏
れ
空
師
自
ら
製
す
る
な
り
。
請
師
は
上
人
御
自
作
な

411

明恵の戒律観

（28）

425

明恵の戒律観

（12）



（��）�

�

り
。
別
紙
に
こ
れ
あ
り
。�

�

明
恵
は
寛
喜
四
年
正
月
十
日
か
ら
重
体
と
な
り
、
や
が
て
十
九
日
に
入
滅

し
た
。
明
恵
の
『
置
文
』
は
同
年
正
月
十
一
日
に
定
め
ら
れ
、
寺
主
を
空
達

房
定
真
に
し
て
い
る
。
こ
の
資
料
は
、
寺
主
で
あ
る
定
真
が
授
戒
を
任
ず
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
た
め
の
授
戒
式
を
作
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
式
の
中
で
請
師
に
関
し
て
は
明
恵
の
自
作
に
基
づ
き
、
こ
れ
を
「
別

紙
」
つ
ま
り
、
『
栂
尾
説
戒
日
記
』
に
記
す
と
し
て
い
る
。�

�

結
論�

�

鎌
倉
時
代
は
戒
律
が
衰
え
て
お
り
、
戒
律
の
知
識
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ

を
破
戒
す
る
僧
侶
が
多
く
い
る
中
で
、
明
恵
は
「
一
生
不
犯
」
の
生
涯
を
送

っ
て
い
た
僧
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
明
恵
に
と
っ
て
戒
律
は
重
視
し
て

守
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
支
え
る
学
問
も
励
む
べ
き
も
の
で
あ
っ

た
。
自
ら
の
戒
へ
の
修
行
を
重
ん
じ
て
行
っ
て
い
た
明
恵
で
あ
る
が
、
や
が

て
他
人
へ
の
授
戒
師
と
し
て
活
動
す
る
よ
う
に
も
な
る
の
で
あ
る
。�

明
恵
の
戒
律
に
関
す
る
記
事
が
見
ら
れ
る
の
は
貞
応
二
年
十
二
月
に
修
明

門
院
へ
自
ら
著
し
た
『
自
誓
八
斎
戒
略
作
法
』
を
進
上
し
た
こ
と
か
ら
始
ま

る
。
し
か
し
、
こ
の
著
書
の
存
在
は
伝
え
て
い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
閲

覧
が
で
き
ず
、
そ
の
内
容
は
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。�

明
恵
に
帰
依
し
た
人
々
や
公
家
た
ち
に
向
け
て
の
戒
律
師
と
し
て
の
活
動

は
、
そ
の
様
子
が
公
家
日
記
で
あ
る
『
明
月
記
』
や
『
民
経
記
』
か
ら
確
認

で
き
る
。
一
方
で
、
こ
う
し
た
戒
師
と
し
て
の
活
動
と
と
も
に
、
嘉
禄
元
年

か
ら
は
恒
例
の
行
事
と
し
て
説
戒
会
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
僧
侶
だ
け

で
は
な
く
て
、
多
く
の
人
々
が
集
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
説
戒

は
明
恵
が
自
分
の
死
後
に
も
行
い
続
け
る
よ
う
に
言
い
つ
け
て
い
た
こ
と
を
、

明
恵
自
ら
高
山
寺
運
営
に
関
し
て
書
き
残
し
た
『
置
文
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。�

こ
の
『
置
文
』
の
中
で
は
戒
の
説
法
に
つ
い
て
欠
か
さ
ず
行
う
こ
と
を
願

い
、
弟
子
へ
の
伝
授
を
求
め
て
い
た
こ
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
明

恵
の
活
動
に
つ
い
て
岩
田
親
静
は
「
明
恵
が
戒
師
と
し
て
授
戒
を
行
い
、
毎

月
の
説
戒
会
で
統
制
を
行
う
と
い
う
形
で
、
高
山
寺
教
団
は
運
営
さ
れ
て
い

た�

三
二�

」
と
述
べ
た
。�

明
恵
は
自
ら
の
戒
律
を
重
ん
じ
る
と
い
う
姿
勢
か
ら
他
人
へ
の
授
戒
へ
関

心
を
移
し
、
戒
を
伝
播
す
る
た
め
に
説
戒
会
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え

よ
う
。
本
論
文
は
、
戒
律
と
向
き
合
っ
て
い
る
明
恵
の
様
子
を
弟
子
た
ち
に

よ
る
伝
記
類
や
置
文
、
あ
る
い
は
公
家
の
日
記
を
通
し
て
そ
の
実
態
を
み
る

こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
史
料
群
を
通
し
て
「
一
生
不
犯
」
の
明
恵
像
が
ど
の
よ

う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。�

�

�
�

一�

「
一
生
不
犯
」
説
は
明
恵
伝
の
根
本
史
料
で
あ
る
『
行
状
』
に
は
見
え�

な
い
が
、
『
栂
尾
明
恵
上
人
伝
記
』
に
書
か
れ
て
い
た
。�

「
上
人
語
リ
給
ヒ
シ
ハ
、
幼
少
ヨ
リ
貴
僧
ニ
成
事
ヲ
乞
願
シ
カ
バ
、
一
生
不�

犯
ニ
テ
清
浄
ナ
ラ
ン
事
ヲ
思
キ
、
而
何
ナ
ル
魔
託
ス
ル
ニ
ヤ
有
ケ
ン
、
度
々�

已
ニ
婬
事
ヲ
成
ト
ス
ル
便
有
シ
ニ
不
思
議
ノ
妨
ゲ
有
テ
打
サ
マ
シ
〳
〵
遂
ニ�

志
ヲ
不
遂
一

ト
云
々
、
」�

�

二�

「
或
時
上
人
被
仰
キ
、
昨
日
笠
置
解
脱
上
人
来
臨
シ
テ
法
談
ノ
次
ニ
語�

云
、
去
中
秋
ノ
此
夢
ニ
有
見
事
一

、
暗
夜
ト
ボ
シ
キ
ニ
人
ア
マ
タ
来
ル
ヲ
ト�

（��）�

�

至
七
月
晦
日
、
両
三
度
円
道
房
勤
仕
、
其
後
相
次
禅
浄
房
勤
仕
、

自
同
八
月
十
五
日
、
上
人
御
説
戒
始
、
時
尅
衆
会
等
如
常
、
彼
着

座
衆�

正
達
房
、
義
林
房
、
円
道
房
、
禅
浄
房
、
法
智
房
、
義
淵
房
、
禅

忍
房
、
順
行
房
、
恵
日
房
、
順
正
房
、
十
眼
房
、
尊
順
房
、
了
達

房
、
明
浄
房
、
実
証
房
、
真
教
房
、
戒
月
房
、
長
円�

先
請
師
、
三
帰
、
三
聚
浄
戒
、
十
重
等
如
常
、
軽
戒
之
講
、
只
有

一
戒
、
第
一
軽
慢
師
長
戒
也
。�

説
戒
の
式
次
第
は
請
師
・
三
帰
・
三
聚
浄
戒
・
十
重
戒
・
四
十
八
軽
戒
・

誦
十
重
文
・
出
堂
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
十
重
戒
と
四
十
八
軽
戒
は
明

恵
が
戒
に
関
し
て
最
初
の
講
義
か
ら
用
い
て
、
継
続
的
に
説
い
て
い
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
着
座
衆
の
僧
侶
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時

の
明
恵
の
周
辺
に
い
た
僧
侶
た
ち
を
把
握
で
き
る
。
列
挙
さ
れ
て
い
る
人
物

の
中
で
、
円
道
房
は
、
明
恵
が
病
気
の
た
め
、
一
度
中
止
さ
れ
て
い
た
説
戒

会
を
代
理
人
と
し
て
行
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
円
道
房
に
つ
い
て
、
明
恵
が

著
し
た
高
山
寺
古
文
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
置
文
』
に
は
以
下
の
よ
う
に

あ
る
。�円

道
房
又
有
因
縁
住
寺
、
已
被
経
年
序
、
仍
申
付
説
戒
之
軄
、
寺
内

事
同
以
可
令
知
行
給
、
惣
有
大
事
時
、
説
戒
列
座
衆
和
合
、
諸
事
可

有
有
縁
定
也
。�

�

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
円
道
房
は
因
縁
が
あ
り
、
高
山
寺
に
長
く

い
た
こ
と
か
ら
説
戒
師
の
職
を
与
え
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
円
道
房
は

「
高
山
寺
代
々
記
」
の
尾
崎
坊
三
尊
院
代
々
の
初
に
、
「
信
慶
円
道
房
、

正
嘉
二
□

廿

九

寂

八

二

」
と
見
え
て
い
る
。
明
恵
よ
り
は
四
歳
若
く
、
高
山
寺
に
住
し
て
か

ら
年
月
が
か
な
り
経
っ
て
い
た
よ
う
で
、
明
恵
は
円
道
房
に
説
戒
の
職
を
与

え
た
と
い
う
。
田
中
久
夫
は
「
ど
ん
な
能
徳
の
僧
で
も
、
他
所
よ
り
高
山
寺

に
来
た
後
、
三
ヵ
年
後
で
な
け
れ
ば
、
説
戒
の
仁
に
は
な
れ
な
い�

二
九�

」
と

述
べ
て
い
る
。�

僧
侶
の
列
名
の
最
後
に
房
号
で
は
な
く
、
諱
で
記
さ
れ
て
い
る
長
円
は
こ

の
『
説
戒
日
記
』
の
筆
者
で
あ
る
。
そ
の
房
号
は
寂
恵
房
長
円
で
、
さ
ら
に

そ
の
奥
書
を
み
る
と
、
「
寛
喜
二
年
六
月�

日�
�

仁
弁

仁

弁

上

人

書

留

了

」
と
い
う

名
で
使
わ
れ
る
。
長
円
は
空
達
房
定
真
の
付
法
で
あ
り
、
明
恵
の
言
行
の
聞

書
で
あ
る
『
却
廃
忘
記
』
の
筆
者
で
も
あ
る
。
ま
た
、
明
恵
か
ら
「
却
温
神

咒
経
沙
羅
法
事�

貞
応
三
年
五
月
十
六
日
、
酬
石
蔵
定
法
師
之
請
け
注
記
之
、

金
剛
仏
子
高
弁�

同
年
七
月
十
五
日

午時

、
於
御
草
室
伝
承
此
義
了
、
沙
門
長

円�

三
〇�

」
を
受
け
て
い
た
。
こ
こ
に
「
沙
門
長
円
」
と
い
う
名
前
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
具
足
戒
を
う
け
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

長
円
は
菩
薩
戒
を
仮
名
交
じ
り
の
漢
文
で
『
菩
薩
戒
并
沙
弥
戒
伝
授
記�

三
一�

』

（
以
下
『
戒
伝
授
記
』
）
と
し
て
記
し
た
。
こ
こ
に
は
定
真
が
仁
真
へ
菩
薩

戒
と
沙
弥
戒
を
授
け
た
こ
と
が
書
か
れ
、
こ
れ
ら
を
「
菩
薩
戒
并
に
沙
弥
戒

等
悉
く
及
び
重
ね
て
受
け
こ
れ
を
得
畢
ぬ
」
と
示
し
た
。
続
け
て
以
下
の
よ

う
の
で
あ
る
。�

寛
喜
四
年
正
月
十
五
日
細
く
受
け
、
こ
れ
を
授
け
る
こ
と
孤
に
任

す
。
意
を
畏
れ
空
師
自
ら
製
す
る
な
り
。
請
師
は
上
人
御
自
作
な

410

金陀美

（29）

424

金陀美

（13）



（��）�

�

�
�

二
九�

�

田
中
久
夫
「
明
恵
上
人
の
置
文
」�

�
�
�

（
『
鎌
倉
仏
教
雑
考
』
、
思�

文
閣
出
版
、
一
九
八
二
）�

�

三
〇�

�

大
日
本
史
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
五
遍
之
七
、
五
五
六
頁�

�

三
一�

�

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
「
高
山
寺
文
書
」
に
所
蔵�

�

三
二�

�

同
注
七�

（��）�

�

�

ナ
ヒ
ニ
テ
草
庵
ノ
窓
ヲ
タ
ヽ
イ
テ
頻
ニ
謁
セ
ン
事
ヲ
望
ム
、
仍
扉
ヲ
ア
ケ
テ�

出
向
ニ
異
類
異
形
ノ
者
有
其
数
一

、
其
中
ニ
サ
ル
ベ
キ
仁
ト
ヲ
ボ
シ
ク
テ
雪�

頭
ヲ
埋
霜
肩
ヲ
ヲ
ヽ
フ
老
僧
香
沈
ノ
衣
ノ
ヤ
ウ
ナ
ル
上
ニ
著
テ
面
貌
事
カ
ラ 

此
世
ノ
人
ト
モ
覚
ヘ
ヌ
サ
マ
ナ
ル
体
ニ
テ
進
寄
語
云
、
定
聞
及
給
ラ
ン
、
我 

ハ
是
當
初
ナ
ニ
カ
シ
ト
云
者
也
、
而
ニ
只
此
大
乗
ノ
本
源
ヲ
キ
ハ
メ
ン
事
ヲ 

為
先
一

強
ニ
波
羅
提
木
叉
ヲ
専
ニ
ス
ル
事
ナ
カ
リ
キ
、
仍
破
戒
壊
戒
ノ
事
ノ 

ミ
交
レ
リ
、
依
之
雖
究
大
乗
深
理
一

人
間
一
生
ノ
中
ニ
解
行
相
応
ハ
セ
ズ
、�

先
破
戒
罪
ノ
方
ニ
ツ
ラ
レ
テ
魔
道
ニ
入
レ
リ
、
自
古
天
竺
晨
旦
本
朝
世
界
〳�

〵
ニ
名
ヲ
得
タ
リ
シ
」�

�

三�

納
富
常
天
「
解
脱
門
義
聴
集
記
解
題
」
（
『
金
沢
文
庫
研
究
紀
要
』
第�

四
号
、
一
九
六
七
）�

「
明
恵
の
『
持
戒
清
浄
印
明
』
に
つ
い
て
」
（
初
出
『
金
沢
文
庫
研
究
』
第�

二
十
六
巻
第
二
、
二
号
通
巻
二
百
六
二
号
、
一
九
八
〇
、
『
金
沢
文
庫
資
料�

の
研
究
』
、
法
蔵
館
）�

�

四�

そ
の
他
の
寺
院
は
、
東
寺
金
剛
蔵
、
仁
和
寺
塔
中
蔵
、
叡
山
文
庫
、
滋�

賀
来
迎
寺
、
鎌
倉
常
光
妙
寺
、
青
蓮
寺
、
横
浜
宝
生
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。�

�

五�

田
中
久
夫
「
栂
尾
説
戒
日
記
に
つ
い
て
」
・
「
持
戒
清
浄
印
明
に
つ
い�

て
」
（
『
鎌
倉
仏
教
雑
考
』
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
二
）�

�

六�

中
山
一
磨
「
持
戒
清
浄
印
明
」
考
」
（
『
詞
林
』
三
九
号
、
大
阪
大
学�

古
代
中
世
文
学
研
究
会
、
二
〇
〇
六
）�

�

七�

岩
田
親
静
「
『
菩
薩
戒
并
沙
弥
戒
伝
授
記
』
に
つ
い
て
」
（
『
印
度
学�

仏
教
学
研
究
』
第
五
三
巻
第
一
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
二
〇
〇
四
）�

�

八�

下
間
一
頼
「
明
恵
の
戒
律
復
興
」
（
『
龍
谷
史
壇
』
一
〇
七
号
、
龍
谷�

大
学
史
学
会
、
一
九
九
七
）�

�

九�

前
川
健
一
「
明
恵
に
於
け
る
不
婬
戒
の
問
題
」
・
「
修
法
か
ら
持
戒
へ�

の
移
行
」
・
「
『
栂
尾
説
戒
日
記
』
に
つ
い
て
」
（
『
明
恵
の
思
想
史
的
研�

究
：
思
想
構
造
と
諸
実
践
の
展
開
』
、
法
蔵
館
、
二
〇
一
二
）�

�

一
〇�

『
明
恵
上
人
資
料�

第
一
～
三
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
は
明
資
一�

～
三
）
の
略
称
で
示
す
。�

�

一
一�

『
栂
尾
明
恵
上
人
伝
記
』
巻
上
（
久
保
田
淳
・
山
口
明
穂
、
『
明
恵�

上
人
集
』
岩
波
文
庫
、
一
二
九
頁
）�

�

一
二�

�

『
沙
石
集
』
巻
第
十
末
ノ
十
一
、
一
五
九
頁
、
五
七
二
頁
（
日
本
古�

典
文
学
全
集
五
二
、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
）�

�

一
三�
�

『
解
脱
上
人
戒
律
復
興
願
書
』
十
頁
（
日
本
思
想
大
系
、
『
鎌
倉
旧�

仏
教
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
）�

�
�

一
四�

�

『
興
福
寺
奏
状
』
四
十
頁
（
同
注
十
三
）�

�

一
五�

�

同
注
十
二
、
五
七
二
頁�

�

一
六�

�

『
比
良
山
古
人
霊
託
』
四
七
二
頁
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
四
十
、�

『
宝
物
集
閑
居
友
比
良
山
古
人
霊
託
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
）�

�

「
問
ふ
。
い
か
な
る
意
の
人
の
、
天
狗
道
に
は
来
る
や
。
ま
た
天
狗
は
唐
土�

に
通
ふ
や
。
答
ふ
。
憍
慢
心
、
執
着
心
の
深
き
者
、
こ
の
道
に
来
る
な
り
。�

ま
た
唐
土
に
往
し
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。
問
ふ
。
明
恵
房
は
、
い
づ
く
に
生�

ま
れ
お
は
し
ま
し
候
ふ
や
。
答
ふ
。
明
恵
房
高
弁
は
、
都
卒
の
内
院
に
上
生�

し
お
は
し
ま
す
。
努
力
〳
〵
不
審
に
は
思
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
近
来
、
真�

実
に
出
離
得
脱
し
お
は
し
ま
す
人
は
、
こ
の
外
に
は
無
き
な
り
。
問
ふ
。
解�

脱
房
は
、
い
づ
く
に
生
ま
れ
お
は
し
ま
し
候
ふ
や
。
答
ふ
。
解
脱
房
と
は
誰�

人
ぞ
や
。
申
し
て
云
は
く
、
少
納
言
已
講
貞
慶
と
申
し
し
法
相
宗
の
碩
徳
、�

是
れ
な
り
。
答
ふ
。
惣
じ
て
こ
れ
を
知
ら
ず
。
凡
は
後
来
な
れ
ど
も
さ
ら
に�

解
力
あ
る
輩
は
、
し
か
る
ご
と
き
の
事
を
分
明
に
こ
れ
を
弁
ふ
。
我
は
学
文�

に
疎
か
な
り
し
故
に
、
不
知
の
事
多
き
な
り
。
聖
徳
太
子
の
守
屋
大
臣
を
責�

め
さ
せ
給
ひ
し
事
体
の
世
俗
の
事
は
、
忘
れ
ざ
る
な
り
云
々
。
」�

�

一
七�

�

『
摧
邪
輪
』
、
三
八
三
頁
（
同
注
十
三
）�

�

一
八�

�

前
川
健
一
「
明
恵
に
於
け
る
不
淫
戒
の
問
題
」
一
七
六
頁
（
『
明
恵�

の
思
想
史
的
研
究―

思
想
構
造
と
諸
実
践
の
展
開
』
、
法
蔵
館
、
二
〇
一
二
）�

�

一
九�

�

『
神
護
寺
文
書
（
一
）
』
十
九
（
『
史
林
』
二
十
五
、
京
都
大
学
史�

学
研
究
科
、
一
九
四
〇
）�

�

二
〇�

�

前
川
健
一
『
神
護
寺
如
法
執
行
問
答
』
三
一
三
頁
（
同
注
九
）�

�

二
一�

�

大
日
本
史
料
五
遍
之
二
、
一
二
〇
頁
、
仁
和
寺
所
蔵
本
奥
書
、
『
自�

誓
八
斎
戒
略
作
法
』
、
大
日
本
史
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
、�

�

二
二�

�

『
仮
名
行
状
』
巻
下
、
明
資
一
、
五
七
頁�

�

二
三�

�

「
明
恵
上
人
和
歌
集
」
、
二
五
頁
（
『
明
恵
上
人
集
』
、
岩
波
書
店
、�

一
九
八
一
）�

�
二
四�

�

『
明
月
記
』
第
三
巻
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
〇�

�
二
五�

�

『
新
夜
鶴
抄
』
七
七
頁
、
（
『
図
書
寮
叢
刊
』
伏
見
宮
旧
蔵
楽
書
集�

成�
三
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
一
九
九
八
）�

�

二
六�

�
明
資
二
、
奥
田
勲
注
釈
、
一
八
〇
頁�

�

二
七�

�
明
資
一
、
五
七
四
頁
、
道
家
の
諷
誦
文
に
関
す
る
資
料
は
他
の
史
料�

か
ら
は
見
当
た
ら
な
い
。�

�

二
八�

�

五
味
文
彦
「
『
明
月
記
』
の
社
会
史
」
（
『
明
月
記
：
記
録
と
研
究
』�

二
号
、
一
九
九
七
）�

409

明恵の戒律観

（30）

423

明恵の戒律観

（14）
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仏
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文
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、
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�
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日
本
史
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デ
ー
タ
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ー
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、
五
遍
之
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、
五
五
六
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三
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史
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「
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所
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ヽ
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仍
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出
向
ニ
異
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異
形
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者
有
其
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一

、
其
中
ニ
サ
ル
ベ
キ
仁
ト
ヲ
ボ
シ
ク
テ
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頭
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ヲ
ヲ
ヽ
フ
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僧
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ノ
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ノ
ヤ
ウ
ナ
ル
上
ニ
著
テ
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貌
事
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此
世
ノ
人
ト
モ
覚
ヘ
ヌ
サ
マ
ナ
ル
体
ニ
テ
進
寄
語
云
、
定
聞
及
給
ラ
ン
、
我 

ハ
是
當
初
ナ
ニ
カ
シ
ト
云
者
也
、
而
ニ
只
此
大
乗
ノ
本
源
ヲ
キ
ハ
メ
ン
事
ヲ 

為
先
一

強
ニ
波
羅
提
木
叉
ヲ
専
ニ
ス
ル
事
ナ
カ
リ
キ
、
仍
破
戒
壊
戒
ノ
事
ノ 

ミ
交
レ
リ
、
依
之
雖
究
大
乗
深
理
一

人
間
一
生
ノ
中
ニ
解
行
相
応
ハ
セ
ズ
、�

先
破
戒
罪
ノ
方
ニ
ツ
ラ
レ
テ
魔
道
ニ
入
レ
リ
、
自
古
天
竺
晨
旦
本
朝
世
界
〳�

〵
ニ
名
ヲ
得
タ
リ
シ
」�

�

三�

納
富
常
天
「
解
脱
門
義
聴
集
記
解
題
」
（
『
金
沢
文
庫
研
究
紀
要
』
第�

四
号
、
一
九
六
七
）�

「
明
恵
の
『
持
戒
清
浄
印
明
』
に
つ
い
て
」
（
初
出
『
金
沢
文
庫
研
究
』
第�

二
十
六
巻
第
二
、
二
号
通
巻
二
百
六
二
号
、
一
九
八
〇
、
『
金
沢
文
庫
資
料�

の
研
究
』
、
法
蔵
館
）�

�

四�

そ
の
他
の
寺
院
は
、
東
寺
金
剛
蔵
、
仁
和
寺
塔
中
蔵
、
叡
山
文
庫
、
滋�

賀
来
迎
寺
、
鎌
倉
常
光
妙
寺
、
青
蓮
寺
、
横
浜
宝
生
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。�

�

五�

田
中
久
夫
「
栂
尾
説
戒
日
記
に
つ
い
て
」
・
「
持
戒
清
浄
印
明
に
つ
い�

て
」
（
『
鎌
倉
仏
教
雑
考
』
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
二
）�

�

六�

中
山
一
磨
「
持
戒
清
浄
印
明
」
考
」
（
『
詞
林
』
三
九
号
、
大
阪
大
学�

古
代
中
世
文
学
研
究
会
、
二
〇
〇
六
）�

�

七�

岩
田
親
静
「
『
菩
薩
戒
并
沙
弥
戒
伝
授
記
』
に
つ
い
て
」
（
『
印
度
学�

仏
教
学
研
究
』
第
五
三
巻
第
一
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
二
〇
〇
四
）�

�

八�

下
間
一
頼
「
明
恵
の
戒
律
復
興
」
（
『
龍
谷
史
壇
』
一
〇
七
号
、
龍
谷�

大
学
史
学
会
、
一
九
九
七
）�

�

九�

前
川
健
一
「
明
恵
に
於
け
る
不
婬
戒
の
問
題
」
・
「
修
法
か
ら
持
戒
へ�

の
移
行
」
・
「
『
栂
尾
説
戒
日
記
』
に
つ
い
て
」
（
『
明
恵
の
思
想
史
的
研�

究
：
思
想
構
造
と
諸
実
践
の
展
開
』
、
法
蔵
館
、
二
〇
一
二
）�

�

一
〇�

『
明
恵
上
人
資
料�

第
一
～
三
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
は
明
資
一�

～
三
）
の
略
称
で
示
す
。�

�

一
一�

『
栂
尾
明
恵
上
人
伝
記
』
巻
上
（
久
保
田
淳
・
山
口
明
穂
、
『
明
恵�

上
人
集
』
岩
波
文
庫
、
一
二
九
頁
）�

�

一
二�

�

『
沙
石
集
』
巻
第
十
末
ノ
十
一
、
一
五
九
頁
、
五
七
二
頁
（
日
本
古�

典
文
学
全
集
五
二
、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
）�

�

一
三�

�

『
解
脱
上
人
戒
律
復
興
願
書
』
十
頁
（
日
本
思
想
大
系
、
『
鎌
倉
旧�

仏
教
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
）�

�
�

一
四�

�

『
興
福
寺
奏
状
』
四
十
頁
（
同
注
十
三
）�

�

一
五�

�

同
注
十
二
、
五
七
二
頁�

�

一
六�

�

『
比
良
山
古
人
霊
託
』
四
七
二
頁
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
四
十
、�

『
宝
物
集
閑
居
友
比
良
山
古
人
霊
託
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
）�

�

「
問
ふ
。
い
か
な
る
意
の
人
の
、
天
狗
道
に
は
来
る
や
。
ま
た
天
狗
は
唐
土�

に
通
ふ
や
。
答
ふ
。
憍
慢
心
、
執
着
心
の
深
き
者
、
こ
の
道
に
来
る
な
り
。�

ま
た
唐
土
に
往
し
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。
問
ふ
。
明
恵
房
は
、
い
づ
く
に
生�

ま
れ
お
は
し
ま
し
候
ふ
や
。
答
ふ
。
明
恵
房
高
弁
は
、
都
卒
の
内
院
に
上
生�

し
お
は
し
ま
す
。
努
力
〳
〵
不
審
に
は
思
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
近
来
、
真�

実
に
出
離
得
脱
し
お
は
し
ま
す
人
は
、
こ
の
外
に
は
無
き
な
り
。
問
ふ
。
解�

脱
房
は
、
い
づ
く
に
生
ま
れ
お
は
し
ま
し
候
ふ
や
。
答
ふ
。
解
脱
房
と
は
誰�

人
ぞ
や
。
申
し
て
云
は
く
、
少
納
言
已
講
貞
慶
と
申
し
し
法
相
宗
の
碩
徳
、�

是
れ
な
り
。
答
ふ
。
惣
じ
て
こ
れ
を
知
ら
ず
。
凡
は
後
来
な
れ
ど
も
さ
ら
に�

解
力
あ
る
輩
は
、
し
か
る
ご
と
き
の
事
を
分
明
に
こ
れ
を
弁
ふ
。
我
は
学
文�

に
疎
か
な
り
し
故
に
、
不
知
の
事
多
き
な
り
。
聖
徳
太
子
の
守
屋
大
臣
を
責�

め
さ
せ
給
ひ
し
事
体
の
世
俗
の
事
は
、
忘
れ
ざ
る
な
り
云
々
。
」�

�

一
七�

�

『
摧
邪
輪
』
、
三
八
三
頁
（
同
注
十
三
）�

�

一
八�

�

前
川
健
一
「
明
恵
に
於
け
る
不
淫
戒
の
問
題
」
一
七
六
頁
（
『
明
恵�

の
思
想
史
的
研
究―

思
想
構
造
と
諸
実
践
の
展
開
』
、
法
蔵
館
、
二
〇
一
二
）�

�

一
九�

�

『
神
護
寺
文
書
（
一
）
』
十
九
（
『
史
林
』
二
十
五
、
京
都
大
学
史�

学
研
究
科
、
一
九
四
〇
）�

�

二
〇�

�

前
川
健
一
『
神
護
寺
如
法
執
行
問
答
』
三
一
三
頁
（
同
注
九
）�

�

二
一�

�

大
日
本
史
料
五
遍
之
二
、
一
二
〇
頁
、
仁
和
寺
所
蔵
本
奥
書
、
『
自�

誓
八
斎
戒
略
作
法
』
、
大
日
本
史
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
、�

�

二
二�

�

『
仮
名
行
状
』
巻
下
、
明
資
一
、
五
七
頁�

�

二
三�

�

「
明
恵
上
人
和
歌
集
」
、
二
五
頁
（
『
明
恵
上
人
集
』
、
岩
波
書
店
、�

一
九
八
一
）�

�

二
四�

�

『
明
月
記
』
第
三
巻
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
〇�

�

二
五�

�

『
新
夜
鶴
抄
』
七
七
頁
、
（
『
図
書
寮
叢
刊
』
伏
見
宮
旧
蔵
楽
書
集�

成�

三
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
一
九
九
八
）�

�

二
六�

�

明
資
二
、
奥
田
勲
注
釈
、
一
八
〇
頁�

�

二
七�

�

明
資
一
、
五
七
四
頁
、
道
家
の
諷
誦
文
に
関
す
る
資
料
は
他
の
史
料�

か
ら
は
見
当
た
ら
な
い
。�

�

二
八�

�

五
味
文
彦
「
『
明
月
記
』
の
社
会
史
」
（
『
明
月
記
：
記
録
と
研
究
』�

二
号
、
一
九
九
七
）�
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Abstract 

 

Myōe` Views of Precepts: 
On Their Reception and Transmission 

 

KIM TAMY 
 

It is common to observe precepts in the Buddhist world, but monks in the Buddhist world in medieval 

Japan did not. After becoming a priest, Buddhist people receive Gusoku - kai as a ritual to keep the 

precepts. Despite receiving formal rituals, various historical records and stories describe the state of 

monks who did not follow the precepts during medieval period. However, even in such an era, since 

Myoe received Gusoku - kai at Kaidai - in Temple of Todai - ji after his uncle and teacher, Jokaku, at 

the age of 16. Since then he strictly protected the precepts, confronted the religious teachings, and was 

devoted to practicing Buddhism. This Myoe is described in "Togano Myoe Shonin Monogatari(『栂尾

明恵上人物語』)" which is one of the biographies written by his disciples. The Myoe statues on precepts 

according to the biography of Myoe not only emphasized and protected precepts, but also depicted how 

they encouraged Buddhist learning. It is Myoe who is devoted to practicing Buddhism, but if you look 

at how he actually practiced Buddhism at that time, you can see him as a precept teacher. Such a precept 

teacher, Myoe is recorded in "Meigetsuki (『明月記』)"by Fujiwara Teika(藤原定家), the nobility in 

the Kamakura period, and "Minkyoki(『民経記』)" by Minbukyo Gon Chunagon(民部卿権中納言). 

 Although previous studies focused on the precepts of Sadayoshi and Kakumori of the Hosei sect and 

Eison of the Rits sect, there are few studies on the precepts centered on Myoe. The few studies on the 

precepts of Myoe were conducted by analyzing the practice and practice of the precepts in Buddhist 

scriptures. How Myoe tried to spread the precepts to his disciples and people was not mentioned. 

Focusing on this, this paper examines how Myoe's own precepts were formed, developed, and passed 

down. 

 
Keywords: Myōe / Narrative / Historical Document / Transmission / Precept 

 

407

金　　陀美	 明恵の戒律観	
	 　——その受容から伝授へ——

金陀美

407
（32）

421

金　　陀美	 明恵の戒律観	
	 　——その受容から伝授へ——

金陀美

421
（16）




